
1日～7日 春季休業 1日 授業開始

8日 入学式,ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ(新入生)

9日 授業開始
13日 体育の日

  22日 開学記念日
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23日 天皇誕生日
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1日 元日
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Ⅴ 岡山大学大学院教育学研究科における修士の研究指導

及び学位審査に関する要項

（趣旨）

第１条 この要項は，岡山大学大学院教育学研究科（以下「研究科」という。）の修士の学位の

授与に関し，岡山大学学位規則（平成１６年岡大規程第１号）及び岡山大学大学院教育学研

究科規程（平成１６年岡大院教規程第１号）に定めのあるもののほか，必要な事項を定める。

（指導教員）

第２条 指導教員は，学生の所属する専攻・コースの教授又は研究科教授会において研究指導

担当者として認められた准教授（以下「研究指導担当准教授」という。）とする。

（副指導教員）

第３条 指導教員に協力して指導をするため，学生ごとに副指導教員を定める。

２ 副指導教員は，学生の所属する専攻・コースの教授，准教授，講師又は助教とする。ただ

し，指導教員が必要があると認める場合は，他専攻・コースの教授，准教授，講師又は助教

を副指導教員とすることができる。

（指導の方法）

第４条 研究指導を充実させるために，学位論文の研究内容に関する中間発表会を原則として

行うものとする。

（学位論文の提出）

第５条 学位論文の審査を受けようとする者は，学位申請書に学位論文を添え，指導教員を経

て，研究科長に提出するものとする。

（審査委員会）

第６条 学位論文の審査を行うため，学生ごとに審査委員会を置く。

２ 審査委員会は，主査及び複数の副査の審査委員をもって組織する。

３ 主査は，原則として，指導教員をもって充てるものとする。

４ 主査が研究指導担当准教授の場合にあっては，副査に１名以上の教授を含めるものとする。

５ 教科教育専攻の研究領域に係る学位論文の審査にあっては，原則として審査委員に教科教

育担当の教員を含めるものとする。

（最終試験）

第７条 学位論文の発表会（口頭発表）等による最終試験の実施細目は，専攻・コースごとに

定めるものとする。

２ 発表会等は，原則として公開するものとし，日時，場所は，各専攻・コースで公表する。

（審査結果及び最終試験の報告）

第８条 審査委員会は，学位論文の審査及び最終試験の結果に基づいて，学位論文審査・最終

試験報告書を作成し，研究科長に報告するものとする。

２ 最終試験の成績の評価は，合否をもって示す。

（雑則）

第９条 この要項に定めるもののほか，必要な事項は，研究科教授会の議を経て研究科長が別

に定める。

附 則

この要項は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成１９年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成２０年４月１日から施行する。

附 則

この要項は，平成２１年６月１８日から施行し，平成２１年４月１日から適用する。

附 則

１ この要項は，平成２３年４月１日から施行する。

２ 平成２２年度以前の入学者については，改正後の岡山大学大学院教育学研究科における

修士の研究指導及び学位審査に関する要項の規定にかかわらず，なお，従前の例による。
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Ⅵ 岡山大学大学院教育学研究科長期履修に関する取扱い内規

（趣旨）

第１条 この内規は，岡山大学大学院教育学研究科規程（平成１６年岡大院教規程第１号）第１２

条第２項の規定に基づき，標準修業年限を超えて一定の期間にわたる計画的な教育課程の履修

（以下「長期履修」という。）に関する取扱いについて，必要な事項を定める。

（申請資格）

第２条 長期履修を申請することができる者は，次の各号に掲げる要件を満たす者とする。

一 本研究科に入学する者又は入学後１年未満の者

二 現職教員等（臨時的雇用及び非常勤雇用を除く。）

（長期履修の履修コース及び最長在学年限）

第３条 長期履修の期間は，３年又は４年とし，３年履修コース又は４年履修コースと呼ぶもの

とする。

２ 最長在学年限は，岡山大学大学院学則（平成１６年岡大規則第３号）第１条第２項に規定す

る年限とする。

（申請手続）

第４条 長期履修コースの申請手続きは，本研究科に入学する者にあっては入学手続期間までに，

入学後１年未満の者にあっては入学年度の２月末日までに，次の各号に掲げる書類を研究科長

に提出するものとする。

一 長期履修申請書（所定様式）

二 勤務先の所属長の承諾書（所定様式）

（長期履修の履修コース変更）

第５条 長期履修の履修コース変更は，１回限りとし，原則として１年次の２月末日までに次の

各号に掲げる書類を研究科長に提出するものとする。

一 履修期間変更願（所定様式）

二 勤務先の所属長の承諾書（所定様式）

（標準修業年限履修コースへの変更）

第６条 標準修業年限（２年）履修コースへの変更申請は，１年次の２月末日までに次の各号に

掲げる書類を研究科長に提出するものとする。

一 履修期間変更願（所定様式）

二 勤務先の所属長の承諾書（所定様式）

（審査及び許可）

第７条 第４条から第６条までの申請に係る審査は，教務委員会において行い，研究科教授会の

議を経て，研究科長が許可する。

（授業履修の指導）

第８条 指導教員は学生の長期履修期間に応じて授業履修が計画的に行われるよう必要な指導を

行うものとする。

（その他）

第９条 この内規の実施に関し，必要な事項は，別に定める。

附 則

この内規は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２０年４月１日から施行する。

附 則

この内規は，平成２３年４月１日から施行する。
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Ⅶ 教育学研究科における入学前の既修得単位の認定に関する申合せ

（趣旨）

第１条 本申合せは，教育学研究科（以下「本研究科」という。）１年次に入学した学生が本研

究科入学前に本学又は他の大学の研究科において修得した単位の認定を申し出たときの取り扱

い等に関して定めるものである。

（申請手続）

第２条 既修得単位の認定を受けようとする者は，指導教員の承認を得た上で，次の書類を取り

そろえ，入学した年度の４月末日までに本研究科長に提出しなければならない。

一 単位認定願（本研究科所定の書類）

二 成績証明書及び講義内容を明示できるもの（講義概要等）

（単位の認定）

第３条 単位の認定は，教務委員会が審議の上，これを行うものとする。

２ 単位の認定は，単位を修得した授業科目に相当する授業科目が本研究科において開講されて

いる場合にこれを行うことができる。

３ 単位の認定は，10 単位を限度として，これを行うことができる。

（成績評価の表示）

第４条 成績評価の表示は「認定」とする。

（認定単位の扱い）

第５条 認定単位は，本研究科の課程修了の要件に含めることができる。

附 則

この申合せは，平成１６年４月１日入学者より適用する。
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Ⅷ 教育学研究科における転専攻・転コースに関する申合せ

１ 趣旨
本申合せは，岡山大学大学院学則第２５条（転研究科等）に基づき，岡山大学大学院教育学研

究科（以下「本研究科」という。）における転専攻・転コース(以下｢転専攻等｣という。)に関す
る取り扱いについて定めるものである。

２ 出願資格
転専攻等に出願できる者は，本研究科に在学している者とする。

３ 出願手続き
転専攻等に出願する場合は，次の各号に定める所定の様式の書類を教育学研究科長に提出する

ものとする。
一 転専攻等願
二 志望理由書
三 講座主任の出願許可書

４ 出願期間
出願期間は，８月１日から８月７日及び２月１日から２月７日までとする。
ただし，８月７日及び２月７日が土曜日又は日曜日の場合は，翌週月曜日までとする。

５ 選考組織
転専攻等を出願した者の選考は，志望した専攻・コースにおいて，講座主任を含む３名以上か

らなる選考委員会を設置し，行うものとする。

６ 選考
転専攻等に出願した者の選考は，書類審査及び面接の結果を総合的に判断して行う。

７ 許可
転専攻等に出願した者の許可は，選考委員会の選考結果に基づき，教務委員会及び教授会の議

を経て決定するものとする。

８ 転専攻等の時期
転専攻等の時期は，学期の始めとする。

９ 受入年次
転専攻等に出願した者の受入年次は，１年次又は２年次とし，出願した者の希望に基づき選考

の際，併せて決定する。

10 在学期間の通算
転専攻等を許可された者の在学期間の通算は，その専攻・コースの認定により，前専攻・コー

スの在学期間以内においてその専攻・コースに在学したものとみなすことができる。

11 在学期間
転専攻等を許可された者の在学期間は，受入年次の在学者に準じて取り扱う。

12 適用
この申合せは，平成２０年４月１日より適用する。
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Ⅸ 履修等について

１ 履修登録等

(1) 修了要件単位数については，教育学研究科規程別表２に定める各専攻の履修基準単位数に従

って修得してください。

(2) 履修科目は，４月の始めに指導教員の指導のもとに年間の履修計画を立て，指定された期間

に学内（研究室等）のパソコンを利用してWebにより履修登録を行い，翌日以降に，必ず登録

の確認を行ってください。

なお，確認の結果，エラーとなった科目は，履修登録ができていません。講義番号等を確認

し，再度登録してください。履修登録ができていない科目の履修及び単位修得は認められませ

んので留意してください。不明な点があれば，教育学系教務学生係へお尋ねください。

履修登録期間等の詳細は掲示等によりお知らせします。

(3) 共通基礎科目及び専門基礎科目を除く各授業科目は，繰り返し履修が可能です。ただし，教

育臨床心理学専攻及び教職実践専攻の開設授業科目は繰り返し履修することはできません。な

お，繰り返し履修した授業科目の２回目以降に修得した単位は，教員免許取得には使えません

ので注意してください。

(4) 修士課程で開講する「課題研究」及び専門職学位課程(教職大学院)で開講する「教育実践研

究Ⅰ～Ⅲ」のうち，本学生便覧「XII 平成26年度開講科目及び担当教員」の担当教員欄に"指導

教員"と記載のある授業科目については，指導教員毎に講義番号を設定しています。これらの講

義番号については，オリエンテーションで配付する「講義番号一覧」を確認のうえ，履修登録

をしてください。

(5) 諸届及び提出物は指定された期日・時刻までに必ず提出してください。ただし，学生便覧で

指定された期日が休日の場合は，翌日の指定された時刻までとします。

(6) 学生に対する種々の連絡は，掲示により行いますので，講義棟の掲示板を必ず見てください。

２ 学位論文の提出（修士課程の学生のみ）

学位論文は修了年度の１月２０日までに，教育学系教務学生係へ提出してください。前期末に

修了する見込みの者は，その年の７月３１日までに教育学系教務学生係へ提出してください。

ただし，上記提出期限が土曜日又は日曜日の場合は,翌週月曜日が提出期限となります。

３ ｅＧＲＡＤ（岡山大学大学院生研究指導カード）

本学では，大学院教育の実質化と内容の高度化を図るために，ｅＧＲＡＤ(ポートフォリオ形式の

大学院生教育指導カード)を導入していますが，教育学研究科では,平成２６年度の実施について

は未定です。実施する場合は，別途指示しますので，掲示に注意してください。マニュアル等に

ついては岡山大学公式ホームページ 在学者・保護者の方→システムの利用方法→各システムの入

口「岡山大学大学院教育指導カード」に掲載していますので，参考にしてください。

４ 単位の認定及び成績の評価

(1) 単位の認定は，授業時間の３分の２以上出席した者について，試験・レポート及び平素の成

績等により，授業担当教員が行います。

(2) 本学では，平成２０年度入学生よりＧＰＡ制度を導入しています。ＧＰＡ制度については,
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本便覧の「ＧＰＡ制度について」を参照してください。成績の評価は，Ａ （100～90点），＋

Ａ（89～80点），Ｂ（79～70点），Ｃ（69～60点），修了及び認定を合格（単位修得）とし，

Ｆ（59点以下）を不合格（単位未修得）とします。

５ 定期試験等

(1) 各授業科目の試験は，原則として学期末に各授業担当教員の指示する日・時限で行います。

(2) 病気その他やむを得ない事故等のために受験できない者に対しては，試験を延期されること

があります。このような事態が発生した場合は，すみやかに授業担当教員に申し出て，指示に

従ってください。受験延期を許可された者に対しては，適当な時期に追試験を行います。

(3) レポート等は，指定された期限までに直接授業担当教員に提出しなければなりません。

６ 受験心得

定期試験等の受験に関する注意事項は，下記のとおりです。各事項を充分熟読の上受験してく

ださい。

(1) 受験する学生は特別の指示がない限り，試験開始時刻の５分前までに所定の教室に入室を完

了すること。

(2) 監督者が指定した座席において受験すること。

(3) 受験中は必ず学生証を机上に置くこと。

ただし，学生証を紛失又は忘れた場合は，監督者に申し出て，その指示に従うこと。

(4) 受験中，机上に置くことができるものは，学生証，筆記用具（筆箱等を除く。）及びその他特

に許可されたものに限る。それ以外の携行品はカバン等に入れて，座席の下に置くこと。 また，

机の棚板（物入れ）には何も置かないこと。

(5) 携帯電話や音の出る機器は，必ず電源を切っておくこと。

(6) 解答用紙には，所属学部等名，入学年，番号及び氏名等の必要事項を必ず万年筆又はボール

ペンで記入すること。

(7) 試験開始後２０分を経過するまでは退室できない。

(8) 試験開始後２０分を経過した場合は入室できない。

(9) 答案用紙は，特に指定がない場合，教卓上に提出するか，又は監督者に直接手渡すこと。

自己の机上に置いて退室すると当該授業科目の単位は認定しない。

(10) 受験にあたっては，厳正な態度で臨み，誤解を招くような態度や不正行為は厳に慎むこと。

なお，監督者の指示に従わない者，及び不正行為があると認められた者に対しては，学則第

５８条（大学院学則第４９条）により厳重な懲戒処分を行う。

また，不正行為を行った場合は，当該行為が行われた時点において既に単位が認定されている

授業科目を除いて，当該学期に開講する全ての授業科目（通年で開講する授業科目を含む。）の

単位は認定しない。

７ 成績の登録及び通知

(1) 修得した授業科目の成績は，すべて学籍簿に登録されます。

(2) 成績通知方法については，次の学期の始まる前（修了年次後期の場合は学期末）に，別途掲

示によりお知らせします。
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８ 学生の通学が困難となる事由が発生した場合における授業等の取扱い（気象警報発令時の休講

・インフルエンザ罹患時の公欠等）

気象警報やインフルエンザに罹患した場合など通学が困難となる事由が発生した場合の授業（定

期試験を含む。以下同じ。）等については，「休講」，または所定の手続きを行うことにより「公欠」，

「準公欠」の取扱いとなります。

「休講」となった授業については，後日，原則として補講を行うものとします。また，「公欠」，

「準公欠」の場合は，原則として補講は行わず，授業担当教員が当該授業に相当する学習を課す

ものとします。詳細は,授業担当教員へ確認してください。なお，公欠及び準公欠扱いとすること

ができる回数は，当該授業科目の授業回数の３分の１を超えることができません。

なお，以下の取扱いの概略については，別紙「学生の通学が困難となる事由が発生した場合に

おける授業等の取扱いについて《概念図》」を参考にしてください。

（１）「本学の所在地（以下「キャンパス」という。）に特別警報及び気象警報（暴風警報，暴風

雪警報及び大雪警報に限る。ただし，三朝キャンパスは大雪警報を除く。以下特別警報とまと

めて「気象警報等」という。）が発表された場合」

本学のキャンパスを含む地域に，気象警報等が発表された場合の授業は，次のとおり取り扱

います。

【昼間に開講する授業】

・気象警報等が，午前６時から午前８時40分（授業開始時刻）までに出ている場合は，全て

の授業を休講とします。なお，気象警報等が，午前８時40分までに解除されても，全ての

授業は休講とします。

・授業開始後に気象警報が出された場合は，次の時限以降の全ての授業を休講とします。特

別警報が発表された場合は直ちに全ての授業を休講とします。

【夜間に開講する授業】

・気象警報等が，午後３時から午後６時（授業開始時刻）までに出ている場合は，全ての授

業を休講とします。なお，気象警報等が，午後６時までに解除されても，全ての授業は休

講とします。

・授業開始後に気象警報が出された場合は，次の時限以降の全ての授業を休講とします。特

別警報が発表された場合は直ちに全ての授業を休講とします。

① 対象となる気象警報等が発表されている地域

・岡山市内にある本学の「津島キャンパス」，「鹿田キャンパス」，その他キャンパス及び玉野

市並びに瀬戸内市にある本学のキャンパスで行われる授業については，岡山地方気象台か

ら発表の「岡山地域」又は「岡山県南部地域」あるいは「岡山県全域」

・本学の倉敷キャンパスで行われる授業については，岡山地方気象台から発表の「倉敷地域」

又は「岡山県南部地域」あるいは「岡山県全域」

・本学の三朝キャンパスで行われる授業については，鳥取地方気象台から発表の三朝町を含

む地域

・上記以外の本学のキャンパスで行われる授業については，当該キャンパスの所在地の管轄

気象台から発表のその所在地を含む地域

注） 地域区分の内訳は，以下のとおり。

岡山県全域 ＝ 岡山県南部地域及び岡山県北部地域

岡山県南部地域 ＝ 岡山地域，東備地域，倉敷地域，井笠地域及び高梁地域
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岡山県北部地域 ＝ 新見地域，真庭地域，津山地域及び勝英地域

岡山地域 ＝ 岡山市，瀬戸内市，玉野市及び吉備中央町（いずれかの

市町村に気象警報等が発表された場合を含む。）
倉敷地域 ＝ 倉敷市，総社市及び早島町（いずれかの市町村に気象警

報等が発表された場合を含む。）

② 休講の周知方法等

・気象警報等が発表された場合は，速やかに休講の周知を行い，この場合の休講の周知は，

Ｇｍａｉｌ＊，学内掲示，本学のホームページ及びマスメディア等を通じて行います。なお，授

業開始後に気象警報等が出された場合は，学内掲示等により周知するとともに，授業中の

ものにあっては，授業担当教員を通じて周知します。ただし，国立大学法人岡山大学職員

就業規則第２条第１項第１号に規定する一般職員（以下「一般職員」という。）の勤務時間

外に気象警報等が発表された場合は，翌勤務日の勤務時間内において，速やかに休講の周

知を行います。

・上記にかかわらず，気象警報等の発表が，一般職員の勤務時間外において予想される場合

は，Ｇｍａｉｌ，学内掲示及び本学ホームページにより，前に規定する休講の取扱いについて，

あらかじめ周知するものとします。

・休講決定後，直ちに下校することが危険な場合には，学内の施設で待機しても構いません。

③ 課外活動の取扱い

・休講措置がとられた場合，課外活動は全て禁止とします。

＊Ｇｍａｉｌとは，学生用メールのことで，緊急事項や学務に関する重要事項などについて本学から

発信する情報伝達手段の一つとなっています。学生の皆さんは，携帯電話への転送設定を行ってい

ただくことにより，身近に情報を受信することができます。

（２）「休講措置の対象とならない気象警報等が発表されて通学が困難な場合及び通学に利用する

交通機関が運行休止になった場合」

休講措置の対象とならない気象警報等（注１）や交通機関の運行休止（注２）により通学が

困難な場合は，届出により，出席できなかった授業を公欠扱いとします。

注１ 休講措置の対象とならない気象警報等とは…

上記(1)の対象となる気象警報等以外の気象警報，又は本学のキャンパス地域には気

象警報等が出ていないが，学生が住んでいる地域に気象警報等が出て通学が困難な場合

です。

注２ 交通機関の運行休止とは…

気象現象又は地震により，鉄道や道路が遮断されて交通機関が運行休止になり通学が

困難な場合です。（それ以外の理由による公共交通機関の運行休止を含みます。）

① 公欠の届出

通学可能となった後，「授業公欠届（気象警報等・交通機関の運休）」（所定様式）を交通機

関の運行休止を明らかにする書類とともに教務担当へ提出してください。届出を受理した場

合は，教務担当から授業担当教員へ連絡します。

（３）「親族が死亡した場合」

葬儀，服喪その他親族の死亡に伴い必要と認められる行事のため出席できなかった授業につ

いては，届出により，公欠扱いとします。
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① 公欠となる親族の範囲

公欠となる親族の範囲は，配偶者，１親等（父母，子）及び２親等（祖父母，兄弟姉妹，

孫）です。

② 公欠となる期間

公欠は，次に掲げる期間とします。なお，葬儀のため遠隔地に赴く場合は，往復に要す

る日数を加えた日数とします。

・配偶者及び１親等の場合は，死亡した日から起算して連続７日（休日を含む。）の範囲

内の期間

・２親等の場合は，死亡した日から起算して連続３日（休日を含む。）の範囲内の期間

③ 公欠の届出

葬儀，服喪その他親族の死亡に伴い必要と認められる行事を終えた後，「授業公欠届（忌引

き）」（所定様式）を会葬礼状等とともに教務担当へ提出してください。届出を受理した場合

は，教務担当から授業担当教員へ連絡します。

（４）「感染症に罹患した場合」

次表の感染症に罹患した場合は，医師の診断に基づき出席停止とし，出席停止となった期間

に出席できなかった授業については，届出により，公欠扱いとします。

種 類 病 名

第１種 エボラ出血熱，クリミア・コンゴ出血熱，痘そう，南米出血熱，ペスト，マールブルグ病，

ラッサ熱，急性灰白髄炎，ジフテリア，重症急性呼吸器症候群（病原体がコロナウイルス属

ＳＡＲＳコロナウイルスであるものに限る。），鳥インフルエンザ（病原体がインフルエンザ

ウイルスＡ属インフルエンザＡウイルスであってその血清亜型がＨ５Ｎ１であるものに限

る。），新型インフルエンザ等感染症，指定感染症，新感染症

第２種 インフルエンザ（鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）及び新型インフルエンザ等感染症を除く。），

百日咳，麻疹，流行性耳下腺炎，風疹，水痘，咽頭結膜熱，結核，髄膜炎菌性髄膜炎

① 出席停止の期間

出席停止の期間は，次表の期間を基準に，医師に治癒したと診断されるまでとし，病名及

び罹患期間が記載された医師の発行する診断書（治癒証明書）に基づき措置します。

種 類 出 席 停 止 の 期 間

第１種 治癒するまで。

第２種 ・インフルエンザ（鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）及び新型インフルエンザ等感染症を除く。）

にあっては，発症した後５日を経過し，かつ，解熱した後２日を経過するまで。

・百日咳にあっては，特有の咳が消失するまで又は５日間の適正な抗菌性物質製剤による治

療が終了するまで。

・麻疹にあっては，解熱した後３日を経過するまで。

・流行性耳下腺炎にあっては，耳下腺，顎下腺又は舌下腺の腫脹が発現した後５日を経過し，

かつ，全身状態が良好になるまで。

・風疹にあっては，発疹が消失するまで。

・水痘にあっては，すべての発疹が痂皮化するまで。

・咽頭結膜熱にあっては，主要症状が消退した後２日を経過するまで。

・結核及び髄膜炎菌性髄膜炎にあっては，病状により医師において感染のおそれがないと認

めるまで。

※病状により医師において感染のおそれがないと認めたときは，上記の限りでありません。
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② 公欠の届出

通学可能となった後，「授業公欠届（感染症）」（所定様式）を医師の診断書（治癒証明書（コ

ピー可））とともに教務担当へ提出してください。届出を受理した場合は，教務担当から授業

担当教員へ連絡します。

（５）「感染の拡大を防止するために本学の一部又は全部を休業する場合」

本学の危機管理対策に基づき，感染症罹患者の発生に伴い，感染症の感染拡大を防止する目

的で休業措置をとります。

① 休業となった期間の授業の取扱い

休業となった期間の授業の取扱いは，その都度，学長及び教育担当理事及び関係者で協議

の上，学長が決定します。

② 休業の周知方法

休業の周知は，Ｇｍａｉｌ，学内掲示，本学のホームページ及びマスメディア等を通じて行い

ます。

（６）裁判員制度【準公欠】

裁判員制度に基づき，裁判員候補者として選任手続期日に裁判所へ出頭する場合及び裁判員

（補充裁判員を含む。以下同じ。）として職務に従事する場合に出席できなかった授業について

は，届出により，準公欠扱いとします。

① 準公欠となる期間

準公欠となる期間は，次に掲げる期間とします。なお，遠隔の裁判所へ赴く場合にあっては，

往復に要する日数を加えた日数とします。

一 裁判員候補者として裁判所へ出頭する選任手続期日

二 裁判員として審理に従事する日

三 裁判員として評議・評決に従事する日

四 裁判員として判決の宣告に立ち会う日

② 準公欠の届出

準公欠の届出は，裁判員としての職務を終えた後，所定様式により，学生が所属する学部等

の教務担当へ，裁判所の発行する裁判員の職務に従事した期間の証明書とともに提出するもの

とします。ただし，選任手続期日に裁判所へ出頭し，裁判員に選任されなかった場合の準公欠

の届出は，「裁判員等選任手続期日のお知らせ（呼出状）」に，当日出頭したことの証明を受け

たものを提出するものとします。

学部等の教務担当は，届出を受理した場合は，その写しにより授業担当教員へ連絡します。

③ 準公欠の授業の取扱い

準公欠として取り扱う授業については，原則として補講は行わず，授業担当教員が当該授業

に相当する学習を課すものとします。

（７）その他証人，参考人等として官公署へ出頭する場合【準公欠】

証人，参考人等として官公署へ出頭するために出席できなかった授業については，届出によ

り，準公欠扱いとします。

① 準公欠となる期間

準公欠となる期間は，その用務に要する日数とします。なお，遠隔の官公署へ赴く場合にあ
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っては，往復に要する日数を加えた日数とします。

② 準公欠の届出

準公欠の届出は，その用務を終えた後，所定様式により，学生が所属する学部等の教務担当

へ，官公署の発行する当該用務に従事した期間の証明書又はその事実を証明する文書等ととも

に提出するものとします。

学部等の教務担当は，届出を受理した場合は，その写しにより授業担当教員へ連絡します。

③ 準公欠の授業の取扱い

準公欠として取り扱う授業については，原則として補講は行わず，授業担当教員が当該授業

に相当する学習を課すものとします。

（８）災害ボランティア活動【準公欠】

災害ボランティア活動に従事するために出席できなかった授業については，下記⑤に定める

所定の手続を経て，準公欠扱いとします。

① 対象となる災害

準公欠扱いの対象となる災害については，教育担当理事が決定し，その都度，公示するもの

とします。

② 保護者等の同意

災害ボランティア活動を希望する学生（以下「当該学生」という。）は，あらかじめ保護者等

の同意を得て，自己の責任において，災害ボランティア活動に従事するものとします。

③ ボランティア団体への所属及び保険への加入

当該学生は，地方自治体又は各都道府県・市町村等の社会福祉協議会等のいずれかのボラン

ティア団体に所属し，その責任の下で，災害ボランティア活動に従事するものとします。ただ

し，日本国外における災害ボランティア活動に従事する場合は，任意の非政府組織（ＮＧＯ）又

は特定非営利活動法人団体（ＮＰＯ）等に所属し，その責任の下で，災害ボランティア活動に従

事するものとします。

また，災害ボランティア活動に従事する際は，事前に，社会福祉協議会等が取り扱うボラン

ティア活動保険に加入するものとします。ただし，日本国外における災害ボランティア活動に

従事する場合は，現地での災害ボランティア活動及び天災に対応する然るべき保険に加入する

ものとします。

④ 準公欠となる期間

準公欠となる期間は，一の学期において７日の範囲内とし，現地へ赴く場合の往復に要する

日数を含むものとします。

⑤ 準公欠の手続

準公欠の手続は，次のとおりとします。

１）当該学生は，災害ボランティア活動のために現地に赴く前に，「災害ボランティア活動申

請書」（所定様式）及び「学生の災害ボランティア活動による授業欠席に係る準公欠の取扱

いについて（依頼）」（所定様式）を指導教員等へ提出するものとします。

２）指導教員等は，当該学生から提出された「災害ボランティア活動申請書」（所定様式）及

び「学生の災害ボランティア活動による授業欠席に係る準公欠の取扱いについて（依頼）」

（所定様式）の内容を確認の上，授業への影響等を考慮して教育的指導を行い，当該災害

ボランティア活動が適当であると認めるときは，これを許可するものとします。

３）当該学生は，指導教員等の許可を得た後，「災害ボランティア活動申請書」（所定様式）
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及び「学生の災害ボランティア活動による授業欠席に係る準公欠の取扱いについて（依頼）」

（所定様式）を所属する学部等の教務担当へ，提出するものとします。

４）学部等の教務担当は，当該学生から提出された書類が適切に記入されていること及び社

会福祉協議会等が取り扱うボランティア活動保険に加入済みであることを確認の上，受領

した後，必要に応じて，関係教務委員会等へ報告するものとします。

５）当該学生は，災害ボランティア活動終了後に，当該災害ボランティア活動の受入団体か

ら発行されるボランティア活動証明書又は「災害ボランティア活動証明書」（所定様式）（以

下「証明書」という。）を，学部等の教務担当へ提出するものとします。

なお，災害ボランティア活動において事故にあった場合は，事故報告書（様式任意）を

併せて提出するものとします。

６）学部等の教務担当は，当該学生から提出された証明書を確認した後，授業担当教員へ通

知するとともに，必要に応じて，関係教務委員会等へ報告するものとします。

⑥ 準公欠の授業の取扱い

準公欠として取り扱う授業については，原則として補講は行わず，授業担当教員が当該授業

に相当する学習を課すものとします。

（９）骨髄移植のための骨髄液提供等【準公欠】

骨髄移植のために，配偶者，父母，子及び兄弟姉妹その他親族以外の者に，骨髄液提供等を

行おうとする場合であって，財団法人骨髄移植推進財団に対してドナー登録を行った後，ドナ

ー候補者又はドナーとなり，骨髄液提供等に必要な入院等のために出席できなかった授業につ

いては，届出により，準公欠扱いとします。

① 準公欠となる期間

準公欠となる期間は，次に掲げる期間とします。なお，入院等のために遠隔の医療機関等へ

赴く場合にあっては，往復に要する日数を加えた日数とします。

一 ドナー候補者として，確認検査等の説明及び確認検査を受ける日

二 ドナー候補者として，骨髄液又は末梢血幹細胞採取に関する最終説明及び最終同意のため

に医療機関等に赴く日

三 ドナーとして，骨髄液又は末梢血幹細胞採取前の健康診断を行う日

四 骨髄液採取時に用いる自己血保存のための採血を行う日

五 末梢血幹細胞採取前の顆粒球コロニー刺激因子（G-CSF）の注射を行う日

六 骨髄液又は末梢血幹細胞採取に伴い入院する日

七 骨髄液又は末梢血幹細胞採取後の健康診断を行う日

八 その他骨髄バンク事業に関する手続等に必要となる日

② 準公欠の届出

準公欠の届出は，上記①に掲げる各期間の終了後，その都度，所定様式により，学生が所属

する学部等の教務担当へ，財団法人骨髄移植推進財団の発行する証明書とともに提出するもの

とします。学部等の教務担当は，届出を受理した場合は，その写しにより，授業担当教員へ連

絡するものとします。

③ 準公欠の授業の取扱い

準公欠として取り扱う授業については，原則として補講は行わず，授業担当教員が当該授業

に相当する学習を課すものとします。
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Ｇ Ｐ Ａ 制 度 に つ い て 
 

岡山大学では，平成２０年度に新しい成績評価の仕組み（ＧＰＡ制度）を導入しました。 

 

１．ＧＰＡ制度とは 
 ① これまでの成績評価は，優・良・可・不可の４段階でしたが，これをＡ＋・Ａ・Ｂ・Ｃ・ 

Ｆの５段階評価とします。 

 

 

 

 

 

 

これまでの成績評価  

 

 

 

 

 

ＧＰＡ制度による成績評価  

 

 

 

 

成績（評点） 評語 成績（評点） 評語 ＧＰ 

８０－１００点 優 ９０－１００点 Ａ＋ ４ 

７０－７９点 良 ８０－８９点 Ａ ３ 

６０－６９点 可 ７０－７９点 Ｂ ２ 

０－５９点 不可 ６０－６９点 Ｃ １ 

  ０－５９点 Ｆ ０ 

 

② ＧＰＡ（Grade Point Average）とは，履修登録した科目ごとの５段階評価を，４から０ 

までの点数（ＧＰ：Grade Point）に置き換えて単位数を掛け，その総和を履修登録単位数

の合計で割った平均点のことです。 

   

                  （履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和 

   履修登録した授業科目の単位数の合計 

 

③ 例えば，次の架空の成績を基にＧＰＡを考えてみると，以下のようになります（実際には， 

皆さんは一学期間にもっと多くの科目を履修します）。 

 

科目名 単位数（ａ） 評点 評語 ＧＰ（ｂ） ａ×ｂ 

○○学概論 ２ ９５ Ａ＋ ４ ８ 

○○学要説 ２ ８５ Ａ ３ ６ 

□□学演習Ⅰ ２ ５５ Ｆ ０ ０ 

□□学演習Ⅱ ２ ７０ Ｂ ２ ４ 

△△基礎実験 １ ９０ Ａ＋ ４ ４ 

計 ９  ２２ 

  

上記の成績の学生の場合 

  分子･･･（履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和＝２２ 

  分母･･･ 履修登録した授業科目の単位数の合計＝９ 

 
 

ＧＰＡ＝２２÷９＝２．４４ 

 

２．ＧＰＡの対象とならない科目 
 ① 評点による評価を行わず，「認定」又は「修了」の評語により，単位を認定した科目 

 ② 岡山大学以外で修得した科目を，本学の単位として認定したもの 

 ③ 履修登録取消の手続きをした科目（以下４を参照） 

 

３．ＧＰＡ制度の目的 
 ① 成績不振の学生をいち早く発見し，アカデミック・アドバイザー等の教員を中心に，適切

な指導を行うこと。 

 ② ＧＰＡを目安にして，学生に履修登録科目数の自主規制を促し，計画的な履修を促すこと。 

 ③ 学生に対して，修得単位数だけではなく，個々の単位のレベルアップを図るよう喚起する

こと。 

 
 

G P A ＝ 

･･･合格

･･･不合格

･･･不合格

･･･合格
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４．履修登録取消制度とは 
 履修登録取消制度とは，一旦履修登録した科目（履修確定された科目のことで，Ｗｅｂの履修

登録画面上に「確」マークが付いたもの）を取り消す制度です。 

履修登録を行い，一旦授業に出席してみたものの，「授業の内容が自分が勉強したいものと違

っていた」，「授業に対する知識が不足していることに気付いた」，「履修科目数を減らしたい」な

どといった場合に，申請を行うことで，履修を取り消すことができる制度です。 

 なお，以下の履修登録取消期間内に申請を行わず，自ら履修を放棄した場合は，Ｆ評価（ＧＰ

＝０）となり，後々までＧＰＡの値に大きな影響を及ぼしますので，注意してください。 

 

※ この制度は，履修確定後に行うものですので，履修登録期間中（エラー等の確認期間を含む）

に行う履修登録の削除とは異なります。 

 

 ① 履修登録取消の期間 

  ○前期：５月１９日(月)～５月２３日(金) 

 

  ○後期：１１月の第３週目または第４週目（月曜日～金曜日）を予定 

      日程の詳細は掲示によりお知らせします。 

 

  ○夏季休業期間等に行われる集中講義については，当該科目の履修確定日の翌日から当該科

目の授業開始日の前日まで 

   【授業開始日の前日までに，手続きを行ってください。】 

 

○休学，退学又は留学することとなった場合は，上記の期間に関わらず，休学等の願い出

とともに，履修登録取消を行うことができます。 

【休学等の願い出を行うときに，併せて手続きを行ってください。】 

 

 ② 履修登録取消の手続き場所 

   教育学系教務学生係で，所定の様式（ＧＰＡに係る履修登録科目の取消願）により，申請

してください。 
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Ⅺ コースワークについて 

 
１ コースワークとは 

 大学院では，各専攻分野に関する高度な専門的知識・能力を修得できるように，各専攻・コースで

複数の科目を体系的に履修できるようにしています。これらの科目がコースワークです。コースワー

クは，専攻・コースごとに全員が履修することになっています。 
 
２ 教育学研究科（修士課程）のコースワーク 

（１）概要 
 大学院修士課程のコースワークは専攻ごとに設定されており，各専攻分野の研究を遂行するうえで

必要な基礎的知識や研究方法を段階的に習得できるようになっています。その課程は専攻によって科

目名等の違いはあるものの，おおよそ次の４つの段階からなる８～10 単位の科目によって構成され

ています。 
○第一段階「基礎理論」：教育学研究のために必要な基礎的理論の習得 
○第二段階「研究方法論」：教育学研究のために必要な研究方法論の習得 
○第三段階「理論や方法の応用」：教育学研究の理論や研究方法を教育実践研究に応用するためのス

キルの習得 
○第四段階「実践研究」：附属学校などの教育現場における教育研究 
 修士課程の１年目の間にこれらを学ぶことによって，修士課程所属の学生全員が，各専攻分野の研

究を遂行するうえで必要とされる教育学研究のための基礎的知識と研究方法を習得できるようにな

っています。 
 各専攻のコースワークを構成する科目とその概要は以下の通りです（＊印がついている科目は分野

及びコース別必修）。 
○学校教育学専攻 

   ・学校教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 
   ・学校教育研究特論Ⅱ（教育学方法論）＊ 

 ・学校教育研究特論Ⅱ（教育心理学方法論）＊ 
 ・学校教育研究特論Ⅲ（教育学）＊ 
 ・学校教育研究特論Ⅲ（教育心理学）＊ 
 ・学校教育研究特論Ⅳ（実践研究） 

  ○発達支援学専攻 
 ・発達支援研究特論Ⅰ（発達基礎科学） 
 ・発達支援研究特論Ⅱ（発達支援の方法論） 
 ・発達支援研究特論Ⅲ（幼児教育学）＊ 
 ・発達支援研究特論Ⅲ（特別支援教育学）＊ 
 ・発達支援研究特論Ⅲ（養護実践学）＊ 
 ・発達支援研究特論Ⅳ（保育内容学）＊ 
 ・発達支援研究特論Ⅳ（特別支援実践学）＊ 
 ・発達支援研究特論Ⅳ（学校保健医科学）＊ 
 ・発達支援研究特論Ⅴ（幼児教育実践研究）＊ 
 ・発達支援研究特論Ⅴ（特別支援教育実践研究）＊ 
 ・発達支援研究特論Ⅴ（養護教育実践研究）＊ 
○教科教育学専攻（国語教育コースを例に） 
 ・教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 
・教育研究特論Ⅱ（国語）＊ 
・教育研究特論Ⅲ（国語）＊ 
・教育研究特論Ⅳ（国語）＊ 
・教育研究特論Ⅴ（国語）＊ 

○教育臨床心理学専攻 
 ・臨床心理学特論Ⅰ 
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・臨床心理面接特論Ⅰ 
・臨床心理査定演習Ⅰ  
・臨床心理基礎実習Ⅰ 
・臨床心理基礎実習Ⅱ 
・臨床心理応用実習Ⅰ 
・臨床心理応用実習Ⅱ 

 
（２）目的 
 各専攻のコースワークは，それぞれの専門領域において研究に取り組む際に必要とされる教育学研

究の知識や方法を体系的に習得し，教育現場の実践的課題にそれらを応用して，それらの課題の解決

に取り組むことができるように以下の４点を目的としています。 
①教育学研究に取り組むために必要な，各専門領域における基礎的理論を習得する。 
②習得した理論をふまえ自ら研究テーマを設定して教育学研究に取り組むために必要な研究方法を

習得する。 
③現代的教育課題に関わる研究テーマに取り組むため，最新の研究成果を理解する。 
④附属学校園などの教育現場において子どもや教員らと関わりながら，習得した理論や研究方法を現

場の課題解決のために応用できる。 
 コースワークを構成する各科目の概要は，具体的には以下のようになっています（学校教育学専攻

を例に）。 
○学校教育学専攻 
・学校教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 

学校教育に関する基礎的・基本的問題について，教育学的，教授学的，教育心理学的，発達心

理学的，社会学的，制度的アプローチに基づいて講義と討議を行う。 
・学校教育研究特論Ⅱ（教育学方法論） 
  教育研究における種々の方法論を知るとともに，その長所・短所を見極め，見いだされた研究

課題に対してつねに適切な方法論を採りうるようになること。 
 ・学校教育研究特論Ⅱ（教育心理学方法論） 

学校教育にかかわる諸問題にアプローチするための教育心理学の方法論について実践的に学

ぶ。実験の方法，調査の方法，データ解析の方法，プレゼンテーションの方法などを取り上げ，

講義および実習を行う。 
 ・学校教育研究特論Ⅲ（教育学） 

（１）教育の意義と本質，人間存在と子ども像の哲学的探究，（２）教育観の変遷，学校と教師

を中心とした教育の歴史的展開，（３）異文化接触下における子どもの異文化適応，教科教育な

どに関わるトピックを取り上げる。授業は，講義・文献講読・討議を組み合わせて実施する。 
 ・学校教育研究特論Ⅲ（教育心理学） 

前半は，学習と学習指導，教育評価，子どもの問題行動などにかかわるトピックについて取り

上げ，後半は，児童期・青年期の発達，人格と適応などにかかわるトピックを取り上げる。授業

は，講義と，受講生による討論，文献講読を含む演習を組み合わせて行う。 
 ・学校教育研究特論Ⅳ（実践研究） 

学校づくり，授業づくりおよび学級づくりの具体的な実践場面の観察と測定，またはそれらを

めぐる実践者との実践の共同討議などを通して既習の学校教育研究の方法及び内容の再検討を

行う。 
 
（３）履修方法 

 教育学研究科学生は，共通基礎科目である「学校教育の理念と今日的課題」を履修するとともに，

各専攻に設置されているコースワークを履修します。 
コースワークは，専攻によって履修の仕方が異なりますが，基本的には各科目の名称にあるⅠ～Ⅳ

ないしⅤの順番に履修していきます。 
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（４）カリキュラムマップ

学校教育学専攻 発達支援学専攻

修士論文２
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中間発表会

修士論文 審査会

専門基礎科目８単位
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発達支援研究

特論Ⅴ

：実践研究

発達支援研究

特論Ⅴ

：実践研究

発達支援研究

特論Ⅴ

：実践研究

発達支援研究

コース別

専門基礎科目８単位
（コースワーク）

専攻・コースの教育目標に
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高度な
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と
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等に
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豊富な
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の設定

学校教育学専攻
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年

後

期

２

年

１
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前

期

課題

研究

４

単位

中間発表会

中間発表会

修士論文 審査会

中間発表会

学校教育研究特論Ⅳ

：実践研究

学校教育研究特論Ⅰ

：基礎理論

学校教育研究

特論Ⅱ
：方法論（心理学）

学校教育研究

特論Ⅱ
：方法論（教育学）

学校教育研究

特論Ⅲ

：心理学

学校教育研究

特論Ⅲ

：教育学

発達支援研究

特論Ⅳ
：保育内容学

発達支援研究

特論Ⅲ
：幼児教育学

発達支援研究

特論Ⅳ
：学校保健医科学

発達支援研究

特論Ⅲ
：養護実践学

発達支援研究

特論Ⅴ

：実践研究

発達支援研究

特論Ⅴ

：実践研究

発達支援研究

特論Ⅴ

：実践研究

発達支援研究

特論Ⅲ
：特別支援教育学

発達支援研究

特論Ⅳ
：特別支援実践学

発達支援研究特論Ⅱ

：発達支援の方法論

コース別

専門基礎科目８単位
（コースワーク）

専攻・コースの教育目標に

応じた体系化

専門

科目

１８

単位
高度な

専門性

を培う

教育学

と

心理学

等に

関する

豊富な

選択

科目

の設定

学校教育学専攻

専門基礎科目１０単位
（コースワーク）

専攻・コースの教育目標に

応じた体系化専門

科目

１６

単位
発達

支援

学の

専門性

を培う

豊富な

選択

科目

の設定

発達支援学専攻

修士論文

１

年

後

期

２

年

１

年

前

期

課題

研究

４

単位

中間発表会

中間発表会

修士論文 審査会

中間発表会

学校教育研究特論Ⅳ

：実践研究

学校教育研究特論Ⅰ

：基礎理論
（専攻単位）

学校教育研究

特論Ⅱ
：方法論（心理学）

学校教育研究

特論Ⅱ
：方法論（教育学）

学校教育研究

特論Ⅲ

：心理学

学校教育研究

特論Ⅲ

：教育学

発達支援研究

特論Ⅳ
：保育内容学

発達支援研究

特論Ⅲ
：幼児教育学

発達支援研究

特論Ⅳ
：学校保健医科学

発達支援研究

特論Ⅲ
：養護実践学

発達支援研究

特論Ⅴ

：実践研究

発達支援研究

特論Ⅴ

：実践研究

発達支援研究

特論Ⅴ

：実践研究

発達支援研究

特論Ⅲ
：特別支援教育学

発達支援研究

特論Ⅳ
：特別支援実践学

発達支援研究特論Ⅰ

：発達基礎科学
（専攻単位）

発達支援研究特論Ⅱ

：発達支援の方法論

コース別

共通基礎科目２単位 「学校教育の理念と今日的課題」
全専攻共通。教育学研究科の使命・目的に即した高度専門的職業人としての公正な視点や職業倫理への意識付け，広い視野をえる学際的

教養を養う。「学校教育学に関する哲学や理念」「教職の倫理」を基本的内容に，下記の現代的課題を取り上げ，複数教員・学生に

よるディベート形式の授業を含め開講する。 ●学校教育と教師の成長 ●教育の現代的課題 ●子どもの発達と教育の役割

修士論文

専門基礎科目８単位
（コースワーク）

専攻・コースの教育目標に

応じた体系化

専門

科目

１８
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専門性
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１

年

前

期

課題

研究

４

単位

中間発表会

中間発表会

修士論文 審査会

中間発表会

学校教育研究特論Ⅳ

：実践研究

学校教育研究特論Ⅰ

：基礎理論
（専攻単位）

学校教育研究

特論Ⅱ
：方法論（心理学）

学校教育研究

特論Ⅱ
：方法論（教育学）

学校教育研究

特論Ⅲ

：心理学

学校教育研究

特論Ⅲ

：教育学

発達支援研究

特論Ⅳ
：保育内容学

発達支援研究

特論Ⅲ
：幼児教育学

発達支援研究

特論Ⅳ
：学校保健医科学

発達支援研究

特論Ⅲ
：養護実践学

発達支援研究

特論Ⅴ

：実践研究

発達支援研究

特論Ⅴ

：実践研究

発達支援研究

特論Ⅴ

：実践研究

発達支援研究

特論Ⅲ
：特別支援教育学

発達支援研究

特論Ⅳ
：特別支援実践学

発達支援研究特論Ⅰ

：発達基礎科学
（専攻単位）

発達支援研究特論Ⅱ

：発達支援の方法論

コース別

共通基礎科目２単位 「学校教育の理念と今日的課題」
全専攻共通。教育学研究科の使命・目的に即した高度専門的職業人としての公正な視点や職業倫理への意識付け，広い視野をえる学際的

教養を養う。「学校教育学に関する哲学や理念」「教職の倫理」を基本的内容に，下記の現代的課題を取り上げ，複数教員・学生に

よるディベート形式の授業を含め開講する。 ●学校教育と教師の成長 ●教育の現代的課題 ●子どもの発達と教育の役割
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全専攻共通。教育学研究科の使命・目的に即した高度専門的職業人としての公正な視点や職業倫理への意識付け，広い視野をえる学際的

教養を養う。「学校教育学に関する哲学や理念」「教職の倫理」を基本的内容に，下記の現代的課題を取り上げ，複数教員・学生に

よるディベート形式の授業を含め開講する。 ●学校教育と教師の成長 ●教育の現代的課題 ●子どもの発達と教育の役割
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特論Ⅴ
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発達支援研究
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発達支援研究

特論Ⅲ
：特別支援教育学
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全専攻共通。教育学研究科の使命・目的に即した高度専門的職業人としての公正な視点や職業倫理への意識付け，広い視野をえる学際的

教養を養う。「学校教育学に関する哲学や理念」「教職の倫理」を基本的内容に，下記の現代的課題を取り上げ，複数教員・学生に

よるディベート形式の授業を含め開講する。 ●学校教育と教師の成長 ●教育の現代的課題 ●子どもの発達と教育の役割
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全専攻共通。教育学研究科の使命・目的に即した高度専門的職業人としての公正な視点や職業倫理への意識付け，広い視野をえる学際的

教養を養う。「学校教育学に関する哲学や理念」「教職の倫理」を基本的内容に，下記の現代的課題を取り上げ，複数教員・学生に

よるディベート形式の授業を含め開講する。 ●学校教育と教師の成長 ●教育の現代的課題 ●子どもの発達と教育の役割
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全専攻共通。教育学研究科の使命・目的に即した高度専門的職業人としての公正な視点や職業倫理への意識付け，広い視野をえる学際的

教養を養う。「学校教育学に関する哲学や理念」「教職の倫理」を基本的内容に，下記の現代的課題を取り上げ，複数教員・学生に

よるディベート形式の授業を含め開講する。 ●学校教育と教師の成長 ●教育の現代的課題 ●子どもの発達と教育の役割
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３ 教育学研究科（教職大学院）のコースワーク 

（１）概要 

 現在の学校現場が抱える新しい複雑な教育課題に対応しうる高度な教育実践力を習得できるよう，教職大

学院では，複数の科目を体系的に履修できるようにしています。教職大学院のコースワークは， 
○「共通科目」（5 領域プラス 1 領域） 
○「選択科目」（3 科目群プラス 1 科目群） 
○「学校における実習科目」（5 種） 

から構成されています。コースワークを構成する科目とその概要は以下のとおりです。 
 
○“5 領域プラス 1”の共通科目 
多視点的な課題発見・分析能力の育成を目指し，総合的・概論的科目とデマンドサイドのニーズに基づい

た科目を設定しています。中でも，主体的な課題の発見・分析を可能にするために本学独自の科目である「教

育実践研究の方法」を設けているのが特徴です。  
授業科目領域 授業科目名 

教育課程の編成・実施に関する領域 
・教育課程編成の実践と課題 
・特色ある教育課程の実践と課題 

教科等の実践的な指導方法に関する領域 
・学習指導の実践と課題 
・授業の指導計画と教材開発 

生徒指導・教育相談に関する領域 
・生徒指導と学校カウンセリングの実践と課題 
・特別支援教育の実践と課題 

学級・学校経営に関する領域 
・学級・学年・学校経営の実践と課題 
・学校保健・学校安全とリスクマネジメント 

学校経営と教員の在り方に関する領域 
・学校教育の役割と教師の職能成長  
・学校とコミュニティ 

教育実践研究に関する領域 （岡大独自） ・教育実践研究の方法 

 
○選択科目 
選択科目は，学生のキャリア段階に応じた職能発達を促し，なおかつ今日的教育課題に対応できるようデ

マンドサイドのニーズを踏まえた 3 領域，および教育実践研究で構成しています。 
①選択科目の 3 領域 

授業科目領域 授業科目名 

教育課程・授業力育成に関する科目群 

・授業分析技術とその応用 
・学習意欲を高める学習指導 
・教材開発と授業デザイン 
・授業実践におけるプレゼンテーション力 
・特別支援教育における授業づくり 
・道徳教育実践研究 

生徒指導・学級経営に関する科目群 

・子ども分析と学級経営 
・特別活動とキャリア教育の実際 
・生徒指導と子どもの健康問題 
・校外体験活動の実践研究 
・教育相談の技術と実践 
・問題行動に関わるアセスメントと支援プログラムの開発 

学校経営に関する科目群 

・スクールリーダーと組織開発 
・学校経営戦略と評価 
・校内研修のマネジメント 
・教師の職能成長とコーチング 
・教育法規実践研究 
・学校危機管理の方法論 
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 ②教育実践研究 
  共通科目と選択科目の 3 領域で習得した専門的知識・技術，および学校における実践を往還しながら，

実践的な理論を構築していく科目群であり，教職大学院のカリキュラムのコアに位置づけています。学部

新卒学生の場合と現職教員学生の場合を設定しています。  

教育実践研究 

・教育実践研究Ⅰ（課題発見）  
・教育実践研究Ⅱ（課題解決） ※学部新卒学生用 
・教育実践研究Ⅲ（課題探究）  
・教育実践研究Ⅰ（課題分析）  
・教育実践研究Ⅱ（課題提案） ※現職教員学生用 
・教育実践研究Ⅲ（課題検証）  

 
○学校における実習科目 
学校における実習は以下の 5 つです。学部新卒学生は 3 つの実習（課題発見実習，課題解決実習，インタ

ーンシップ実習），現職教員学生は職能発達に応じて課題分析実習かシャドウイング実習のいずれかを履修し

ます。（現職教員学生は，入学時審査により「課題発見実習」，「課題解決実習」を免除されることがあります。） 
 

授業科目名 単位数 実施方法 

課題発見実習 3 単位 前期／1 週 1 回 8 時間×15 回 
〔実習校〕地域協働学校（4 校）等 

課題解決実習 5 単位 集中／9 月 5 週間 
〔実習校〕地域協働学校（4 校）等 

インターンシップ実習 2 単位 
前・後期／1 週 1 回 3 時間×15 回 
（前期：部活実習，後期：特別支援学級実習）  
〔実習校〕連携協力校 

課題分析実習 
2 単位 

通年／1 週 1 回 3 時間×15 回 
対象：現職教員学生 
〔実習校〕現任校 シャドウイング実習 

 

（２）目的 

教職大学院のコースワークは，今後の学校教育に必要な専門的知識・技術を体系的に習得し，「実践（知）

と理論（知）」の架橋・往還を通して多様で複雑な教育課題を探究していけるよう，以下の 4 点を目的とし

ています。 

①今日的教育課題や教育事象について，それらの仕組みや成り立ちを分析的・理論的に考え，多視点的に課

題発見・分析できる能力を習得する。（共通科目） 
②習得した理論と学校での実習を踏まえ，自ら研究テーマを設定して教育実践研究に取り組むために必要な

研究方法を習得する。（教育実践研究の方法） 
③教職大学院で目指す「新人教員」，「中堅教員」，「学校リーダー」のうち，学生の職能発達に応じて必要と

される専門的な教育実践力を習得する。（選択科目） 
④地域協働学校，連携協力校や現任校におけるリアリティのあるケーススタディをもとに自己課題・学校課

題を明確化し，習得した理論や研究方法を課題解決のために応用できる。（教育実践研究，実習） 

 

（３）履修方法 
教職大学院の学生は，1 年目に，共通科目の 6 領域，選択科目の 3 領域および「教育実践研究Ⅰ・Ⅱ」，「学

校における実習科目」を履修し，2 年目に「教育実践研究Ⅲ」を履修します。つまり，授業の大半は 1 年次

に履修することになります。最終的に，課程修了のためには，総数 46 単位以上を取得する必要があります

（内訳は以下のとおり）。  
共通科目 選択科目 学校における実習科目 単位総数 

22 単位 14 単位 10 単位 46 単位 
 

－ 72 －



さらに，教職大学院では，修士論文に代わる「教育実践研究報告書」の作成を課しています。学生は，「教

育実践研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」と「学校における実習」を往還させながら，教育実践研究報告書を作成することに

なります。 

 

（４）カリキュラムマップ 
 教職大学院では，学生のキャリア段階を踏まえ，「新人教員」「中堅教員」「学校リーダー」としてふさわし

い教育実践力を備えた人材を育成することを目的としています。新人教員，中堅教員，学校リーダーにそれ

ぞれ必要とされる教育実践力は異なり，たとえば，新人教員には授業経営や学級経営の力が，中堅教員には

学級・学年経営や対人マネジメントの力が，学校リーダーには学校経営や人材育成の力が主として求められ

ます。そこで，学生の職能発達に応じて，それぞれの学習ニーズに沿って必要な教育実践力を修得できるよ

うにカリキュラムを構成しています。 
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テーション力 

・道徳教育実践研究 

教育課程・授業力育成に 
関する科目群 

 
 
 
例）・子ども分析と学級経営 
・特別活動とキャリア教育の

実際 

生徒指導・学級経営に 
関する科目群 

教
育
実
践
研
究
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ

８
単
位

教育実践研究報告書 
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（５）コースワーク 
 教職実践専攻のカリキュラムは「教職実践研究」をコアにしています。そこでは，学校における実習・実

践と往復しながら，自分自身と現任校の課題を，チームで「発見／分析」・「解決／提案」・「探究／検証」し

ていきます。学部新卒学生の場合と現職教員学生の場合を設定し，それぞれ「教職実践研究（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）」

を以下のような内容構成にしています。 

 
＜学部新卒学生の場合＞ 
教育実践研究の各段階とねらい 
 学部新卒学生の場合の研究課題は，教師としての

力量に関する自己課題が中心となります。経験の浅

い学部新卒学生は自己課題を把握できない状態で入

学すると考えられるため，それに対応する内容設定

をしています。 
 
 
 
＜現職教員学生の場合＞ 
教育実践研究の各段階とねらい 
 現職教員学生の場合の研究課題は，現任校に実際

に存在する比較的大きな課題が対象となります。現

職教員学生は実践経験が豊富であり，既に課題を把

握して入学すると考えられるため，それに対応する

内容設定をしています。 
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XII 平成26年度開講科目及び担当教員

授 業 時 間 帯

Ⅰ限 8：40 ～ 10：10

Ⅱ限 10：25 ～ 11：55

Ⅲ限 12：45 ～ 14：15

Ⅳ限 14：30 ～ 16：00

Ⅴ限 16：15 ～ 17：45

Ⅵ限 18：00 ～ 19：30

Ⅶ限 19：40 ～ 21：10
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 (1) 学校教育学専攻

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 221001 学校教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 2 ● 尾島・寺澤・熊谷
・髙瀬・三宅(幹)

前期 金Ⅲ

★ 221002 学校教育研究特論Ⅱ（教育学方法論） 2 山口(健)・尾上・
髙瀬

前期 金Ⅴ

★ 221003 学校教育研究特論Ⅱ（教育心理学方法論） 2 寺澤・山田(剛)・
岡崎(善)

前期 随時

★ 221004 学校教育研究特論Ⅲ（教育学） 2 尾上・梶井・平田
(仁)

前期 水Ⅱ

★ 221005 学校教育研究特論Ⅲ（教育心理学） 2 古市・寺澤・山田
(剛)・三宅(幹)・
岡崎(善)

前期 随時

専門基礎
科目

★ 221006 学校教育研究特論Ⅳ（実践研究） 2 ● 尾島　卓 後期 金Ⅲ

★ 221101 教育哲学特論Ⅰ 2 平田　仁胤 前期 月Ⅲ

221102 教育哲学特論Ⅱ 2 平田　仁胤

★ 221103 教育哲学特論演習 2 平田　仁胤 後期 月Ⅲ

★ 221104 日本教育史特論Ⅰ 2 梶井　一暁 前期 木Ⅲ

221105 日本教育史特論Ⅱ 2 梶井　一暁

★ 221106 日本教育史特論演習 2 梶井　一暁 後期 木Ⅲ

★ 221107 西洋教育史特論Ⅰ 2 尾上　雅信 前期 金Ⅳ

221108 西洋教育史特論Ⅱ 2 尾上　雅信

★ 221109 西洋教育史特論演習 2 尾上　雅信 後期 金Ⅳ

221110 国際理解教育特論Ⅰ 2 開講予定なし

221111 国際理解教育特論Ⅱ 2 開講予定なし

221112 国際理解教育特論演習 2 開講予定なし

221113 学習心理学特論Ⅰ 2 寺澤　孝文

★ 221114 学習心理学特論Ⅱ 2 寺澤　孝文 前期 木Ⅲ

★ 221115 学習心理学特論演習 2 寺澤　孝文 後期 木Ⅰ

221116 教育臨床心理学特論 2 古市　裕一

★ 221117 生徒指導特論 2 古市　裕一 前期 火Ⅳ

221118 生徒指導特論演習 2 古市　裕一

★ 221119 教育評価法特論Ⅰ 2 山田　剛史 前期 木Ⅱ

221120 教育評価法特論Ⅱ 2 山田　剛史

★ 221121 教育評価法特論演習 2 山田　剛史 後期 木Ⅱ

★ 221122 児童心理学特論Ⅰ 2 岡崎　善弘 後期 火Ⅱ

221123 児童心理学特論Ⅱ 2 岡崎　善弘

221124 児童心理学特論演習 2 岡崎　善弘

221125 青年心理学特論Ⅰ 2 三宅　幹子

★ 221126 青年心理学特論Ⅱ 2 三宅　幹子 前期 金Ⅱ

★ 221127 青年心理学特論演習 2 三宅　幹子 後期 金Ⅱ

221128 進路指導特論 2

★ 224111 学校カウンセリング特論Ⅰ 2 東條　光彦 後期 火Ⅱ H25年度以前
入学生用

★ 224138 行動分析特論 2 東條　光彦 後期 火Ⅱ H26年度以降
入学生用

★ 224112 学校カウンセリング特論Ⅱ 2 東條　光彦 前期 金Ⅳ H25年度以前
入学生用

224139 認知行動療法特論 2 東條　光彦 H26年度以降
入学生用　　
２年次のみ

専門科目

★ 221129 教育制度特論Ⅰ 2 髙瀬　淳 前期 月Ⅱ

【注】学校教育研究特論Ⅱ(教育学方法論),学校教育研究特論Ⅲ(教育学)または学校教育研究特論Ⅱ(教育心理学方法論),学校教育
研究特論Ⅲ(教育心理学)のいずれか必修。
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 (1) 学校教育学専攻

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

221130 教育制度特論Ⅱ 2 髙瀬　淳

★ 221131 教育制度特論演習 2 髙瀬　淳 後期 水Ⅱ

221132 教育制度特論Ⅲ 2

221133 教育制度特論Ⅳ 2

221134 社会教育学特論Ⅰ 2 熊谷　愼之輔

★ 221135 社会教育学特論Ⅱ 2 熊谷　愼之輔 前期 木Ⅳ

★ 221136 社会教育学特論演習 2 熊谷　愼之輔 後期 火Ⅳ

★ 221137 教育社会学特論Ⅰ 2 山口　健二 前期 火Ⅲ

221138 教育社会学特論Ⅱ 2 山口　健二

★ 221139 教育社会学特論演習 2 山口　健二 後期 火Ⅲ

221140 教育方法学特論Ⅰ 2 尾島　卓

★ 221141 教育方法学特論Ⅱ 2 尾島　卓 前期 火Ⅳ

★ 221142 教育方法学特論演習 2 尾島　卓 後期 火Ⅳ

★ 221143 授業実践研究特論 2 黒﨑　東洋郎 前期 木Ⅲ

★ 221144 授業実践研究特論演習 2 黒﨑　東洋郎 後期 木Ⅲ

専門科目

★ 221145 道徳教育特論 2 渡邉　満 前期 火Ⅱ

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員
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 (2) 発達支援学専攻

　　① 幼児教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 222001 発達支援研究特論Ⅰ（発達基礎科学） 2 ● 片山・眞田・三村 前期 火Ⅴ

★ 222002 発達支援研究特論Ⅱ（発達支援の方法論） 2 ● 佐藤　暁 後期 月Ⅱ

★ 222101 発達支援研究特論Ⅲ（幼児教育学） 2 ● 横松　友義 前期 金Ⅴ

★ 222102 発達支援研究特論Ⅳ（保育内容学） 2 ● 梶谷・高橋(敏)・
西山

前期 木Ⅴ

専門基礎
科目

★ 222103 発達支援研究特論Ⅴ（幼児教育実践研究） 2 ● 高橋(敏)・梶谷・
横松・片山・西山

後期 金Ⅱ

222111 保育内容特論（音楽表現） 2

222112 保育内容特論演習（音楽表現） 2

222113 保育内容特論（造形表現） 2 高橋　敏之

★ 222114 保育内容特論演習（造形表現） 2 高橋　敏之 後期 木Ⅴ

★ 222115 保育内容特論（健康） 2 梶谷　信之 後期 金Ⅳ

222116 保育内容特論演習（健康） 2 梶谷　信之

222117 幼児教育学特論 2 横松　友義

★ 222118 幼児教育学特論演習 2 横松　友義 後期 金Ⅴ

222119 幼児心理学特論 2 片山　美香

★ 222120 幼児心理学特論演習 2 片山　美香 後期 水Ⅱ

★ 222121 保育内容特論（人間関係） 2 西山　修 後期 金Ⅲ

専門科目

222122 保育内容特論演習（人間関係） 2 西山　修

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員
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 (2) 発達支援学専攻

　　② 特別支援教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 222001 発達支援研究特論Ⅰ（発達基礎科学） 2 ● 片山・眞田・三村 前期 火Ⅴ

★ 222002 発達支援研究特論Ⅱ（発達支援の方法論） 2 ● 佐藤　暁 後期 月Ⅱ

★ 222201 発達支援研究特論Ⅲ（特別支援教育学） 2 ● 吉利　宗久 前期 木Ⅳ

★ 222202 発達支援研究特論Ⅳ（特別支援実践学） 2 ● 大竹　喜久 前期 火Ⅱ

専門基礎
科目

★ 222203 発達支援研究特論Ⅴ（特別支援教育実践研究） 2 ● 眞田・佐藤(暁)・
大竹・吉利・仲矢
・丹治

前期 金Ⅳ

★ 222211 特別支援教育学演習 2 吉利　宗久 後期 木Ⅱ

★ 222212 特別支援実践学演習 2 大竹　喜久 後期 火Ⅱ

222213 特別支援実践研究方法特論 2 大竹　喜久

★ 222214 特別支援授業論特論 2 仲矢　明孝 後期 火Ⅴ

222216 特別支援心理学特論 2 丹治　敬之

★ 222217 特別支援心理学演習 2 丹治　敬之 後期 月Ⅲ

★ 222218 特別支援病理学特論 2 眞田　敏 前期 木Ⅰ

★ 222219 特別支援病理学演習 2 眞田　敏 後期 木Ⅰ

★ 222220 特別支援教育臨床特論 2 佐藤　暁 前期 月Ⅱ

★ 222221 特別支援教育総合演習 4 眞田・佐藤(暁)・
大竹・吉利・仲矢
・丹治

通年 火Ⅲ・Ⅳ

専門科目

★ 222222 発達支援研究特論Ⅵ（特別支援教育実践研究） 2 眞田・佐藤(暁)・
大竹・吉利・仲矢
・丹治

後期 金Ⅰ

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員
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 (2) 発達支援学専攻

　　③ 養護教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 222001 発達支援研究特論Ⅰ（発達基礎科学） 2 ● 片山・眞田・三村 前期 火Ⅴ

★ 222002 発達支援研究特論Ⅱ（発達支援の方法論） 2 ● 佐藤　暁 後期 月Ⅱ

★ 222301 発達支援研究特論Ⅲ（養護実践学） 2 ● 棟方・上村・門田 前期 火Ⅱ

★ 222302 発達支援研究特論Ⅳ（学校保健医科学） 2 ● 伊藤(武)・松枝・
三村

前期 木Ⅴ

専門基礎
科目

★ 222303 発達支援研究特論Ⅴ（養護教育実践研究） 2 ● 上村・棟方 前期 水Ⅳ

★ 222311 養護実践学特論（養護教諭論） 2 上村　弘子 後期 金Ⅳ

★ 222312 養護実践学特論演習（養護教諭論） 2 上村　弘子 後期 金Ⅴ

★ 222313 養護実践学特論（養護実践論） 2 宮本　香代子 後期 火Ⅱ

★ 222314 養護実践学特論演習（養護実践論） 2 宮本　香代子 後期 月Ⅳ

★ 222315 養護実践学特論（学校保健学） 2 門田　新一郎 後期 火Ⅲ

★ 222316 養護実践学特論演習（学校保健学） 2 門田　新一郎 後期 火Ⅴ

★ 222317 養護実践学特論（保健教育） 2 棟方　百熊 前期 金Ⅲ

★ 222326 養護実践学特論演習（保健教育） 2 棟方　百熊 後期 月Ⅴ

★ 222318 学校保健医科学特論（健康科学） 2 古賀　光 前期 金Ⅰ

★ 222319 学校保健医科学特論演習（健康科学） 2 古賀　光 後期 金Ⅰ

★ 222320 学校保健医科学特論（環境と健康） 2 伊藤　武彦 後期 木Ⅲ

★ 222321 学校保健医科学特論演習（環境と健康） 2 伊藤　武彦 後期 金Ⅱ

★ 222322 学校保健医科学特論（小児保健） 2 三村　由香里 後期 木Ⅱ

★ 222323 学校保健医科学特論演習（小児保健） 2 三村　由香里 後期 金Ⅲ

★ 222324 学校保健医科学特論（学校看護学） 2 松枝　睦美 前期 火Ⅲ

専門科目

★ 222325 学校保健医科学特論演習（学校看護学） 2 松枝　睦美 後期 火Ⅳ

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員
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 (3) 教科教育学専攻

　　① 国語教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 223001 教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 2 ● 足立・桑原(敏)・
田中(智)・平井・
藤井・早川・赤木
・平田(晴)・佐藤
(園)・小山・山田
(秀)

前期 火Ⅱ 5206講義室

★ 223101 教育研究特論Ⅱ（国語） 2 ● 田中　智生 前期 水Ⅱ

★ 223102 教育研究特論Ⅲ（国語） 2 ● 浮田　真弓 前期 月Ⅴ

★ 223103 教育研究特論Ⅳ（国語） 2 ● 伊土・又吉・木村
・蔦尾・土屋

前期 火Ⅳ

専門基礎
科目

★ 223104 教育研究特論Ⅴ（国語） 2 ● 浮田・田中(智) 後期 水Ⅱ

223111 国語科教育学研究Ⅰ 2 田中　智生

★ 223112 国語科教育学研究Ⅱ 2 田中　智生 後期 火Ⅱ

223113 国語科教育学研究Ⅲ 2 浮田　真弓

★ 223114 国語科教育学研究Ⅳ 2 浮田　真弓 後期 木Ⅱ

223121 教科内容特論Ⅰ（国語学） 2 伊土　耕平

★ 223122 教科内容特論Ⅱ（国語学） 2 伊土　耕平 後期 金Ⅲ

★ 223123 教科内容特論Ⅲ（国語学） 2 又吉　里美 前期 金Ⅱ

223124 教科内容特論Ⅳ（国語学） 2 又吉　里美

223125 教科内容特論Ⅰ（近代文学） 2 木村　功

★ 223126 教科内容特論Ⅱ（近代文学） 2 木村　功 前期 木Ⅲ

223127 教科内容特論Ⅰ（古典文学） 2 蔦尾　和宏

★ 223128 教科内容特論Ⅱ（古典文学） 2 蔦尾　和宏 後期 火Ⅴ

223129 教科内容特論Ⅰ（漢文学） 2 土屋　聡

★ 223130 教科内容特論Ⅱ（漢文学） 2 土屋　聡 前期 月Ⅲ

223131 教科内容特論Ⅰ（書写・書道） 2

専門科目

223132 教科内容特論Ⅱ（書写・書道） 2

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員

－ 81 －



 (3) 教科教育学専攻

　　② 社会科教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 223001 教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 2 ● 足立・桑原(敏)・
田中(智)・平井・
藤井・早川・赤木
・平田(晴)・佐藤
(園)・小山・山田
(秀)

前期 火Ⅱ 5206講義室

★ 223141 教育研究特論Ⅱ（社会） 2 ● 桑原　敏典 前期 木Ⅰ

★ 223142 教育研究特論Ⅲ（社会） 2 ● 山田　秀和 後期 月Ⅲ

★ 223143 教育研究特論Ⅳ（社会） 2 ● 飯田・大江・大熊
・川田・野邊・宮
﨑・斎藤(夏)・松
多・山本(圭)

前期 木Ⅴ

専門基礎
科目

★ 223144 教育研究特論Ⅴ（社会） 2 ● 桑原(敏)・山田(
秀)

後期 火Ⅱ

★ 223151 社会科教育学研究Ⅰ 2 山田　秀和 前期 月Ⅲ

★ 223152 社会科教育学研究Ⅰ演習 2 山田　秀和 後期 月Ⅴ

★ 223153 社会科教育学研究Ⅱ 2 桑原　敏典 前期 火Ⅲ

★ 223154 社会科教育学研究Ⅱ演習 2 桑原　敏典 後期 火Ⅲ

223155 社会科教育学研究Ⅲ 2

223156 社会科教育学研究Ⅲ演習 2

★ 223161 教科内容特論Ⅰ（日本史） 2 斎藤　夏来 前期 火Ⅴ

★ 223162 教科内容特論Ⅰ演習（日本史） 2 斎藤　夏来 前期 金Ⅲ

★ 223163 教科内容特論Ⅱ（日本史） 2 斎藤　夏来 後期 火Ⅴ

★ 223164 教科内容特論Ⅱ演習（日本史） 2 斎藤　夏来 後期 金Ⅲ

★ 223165 教科内容特論Ⅰ（世界史） 2 飯田　洋介 前期 木Ⅳ

★ 223166 教科内容特論Ⅰ演習（世界史） 2 飯田　洋介 前期 木Ⅲ

★ 223167 教科内容特論Ⅱ（世界史） 2 飯田　洋介 後期 木Ⅳ

★ 223168 教科内容特論Ⅱ演習（世界史） 2 飯田　洋介 後期 木Ⅲ

★ 223169 教科内容特論Ⅰ（人文地理学） 2 川田　力 前期 木Ⅳ

★ 223170 教科内容特論Ⅰ演習（人文地理学） 2 川田　力 前期 火Ⅳ

★ 223171 教科内容特論Ⅱ（人文地理学） 2 川田　力 後期 木Ⅳ

★ 223172 教科内容特論Ⅱ演習（人文地理学） 2 川田　力 後期 火Ⅳ

★ 223173 教科内容特論Ⅰ（自然地理学） 2 松多　信尚 前期 火Ⅳ

★ 223174 教科内容特論Ⅰ演習（自然地理学） 2 松多　信尚 前期 水Ⅰ

★ 223175 教科内容特論Ⅱ（自然地理学） 2 松多　信尚 後期 火Ⅳ

★ 223176 教科内容特論Ⅱ演習（自然地理学） 2 松多　信尚 後期 水Ⅰ

★ 223177 教科内容特論Ⅰ（政治学） 2 山本　圭 前期 火Ⅳ

★ 223178 教科内容特論Ⅰ演習（政治学） 2 山本　圭 前期 火Ⅴ

★ 223179 教科内容特論Ⅱ（政治学） 2 山本　圭 後期 火Ⅳ

★ 223180 教科内容特論Ⅱ演習（政治学） 2 山本　圭 後期 火Ⅴ

★ 223181 教科内容特論Ⅰ（法学） 2 大江　洋 前期 月Ⅳ

★ 223182 教科内容特論Ⅰ演習（法学） 2 大江　洋 前期 木Ⅱ

★ 223183 教科内容特論Ⅱ（法学） 2 大江　洋 後期 月Ⅴ

★ 223184 教科内容特論Ⅱ演習（法学） 2 大江　洋 後期 木Ⅱ

専門科目

★ 223185 教科内容特論Ⅰ（経済学） 2 大熊　正哲 前期 月Ⅱ

－ 82 －



 (3) 教科教育学専攻

　　② 社会科教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

★ 223186 教科内容特論Ⅰ演習（経済学） 2 大熊　正哲 前期 月Ⅰ

★ 223187 教科内容特論Ⅱ（経済学） 2 大熊　正哲 後期 月Ⅱ

★ 223188 教科内容特論Ⅱ演習（経済学） 2 大熊　正哲 後期 月Ⅰ

★ 223189 教科内容特論Ⅰ（社会学） 2 野邊　政雄 前期 水Ⅱ

★ 223190 教科内容特論Ⅰ演習（社会学） 2 野邊　政雄 前期 木Ⅱ

★ 223191 教科内容特論Ⅱ（社会学） 2 野邊　政雄 後期 水Ⅱ

★ 223192 教科内容特論Ⅱ演習（社会学） 2 野邊　政雄 後期 木Ⅱ

★ 223193 教科内容特論Ⅰ（倫理学） 2 宮﨑　宏志 前期 月Ⅳ

223194 教科内容特論Ⅰ演習（倫理学） 2 宮﨑　宏志

★ 223195 教科内容特論Ⅱ（倫理学） 2 宮﨑　宏志 後期 月Ⅳ

専門科目

223196 教科内容特論Ⅱ演習（倫理学） 2 宮﨑　宏志

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員

－ 83 －



 (3) 教科教育学専攻

　　③ 数学教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 223001 教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 2 ● 足立・桑原(敏)・
田中(智)・平井・
藤井・早川・赤木
・平田(晴)・佐藤
(園)・小山・山田
(秀)

前期 火Ⅱ 5206講義室

★ 223201 教育研究特論Ⅱ（数学） 2 ● 平井　安久 前期 集中

★ 223202 教育研究特論Ⅲ（数学） 2 ● 岡崎　正和 前期 水Ⅱ

★ 223203 教育研究特論Ⅳ（数学） 2 ● 成瀬　弘 前期 木Ⅰ

専門基礎
科目

★ 223204 教育研究特論Ⅴ（数学） 2 ● 平井　安久 前期 金Ⅱ

★ 223211 数学科教育学研究Ⅰ 2 岡崎　正和 後期 水Ⅱ

★ 223212 数学科教育学研究Ⅱ 2 岡崎　正和 後期 金Ⅳ

★ 223213 数学科教育学研究Ⅲ 2 平井　安久 後期 火Ⅲ

★ 223221 教科内容特論Ⅰ（代数学） 2 仲田　研登 前期 月Ⅳ

★ 223222 教科内容特論Ⅱ（代数学） 2 仲田　研登 後期 月Ⅲ

★ 223223 教科内容特論Ⅲ（代数学） 2 成瀬　弘 前期 木Ⅱ

★ 223224 教科内容特論Ⅳ（代数学） 2 成瀬　弘 後期 木Ⅳ

★ 223225 教科内容特論Ⅰ（幾何学） 2 中川　征樹 前期 火Ⅲ

★ 223226 教科内容特論Ⅱ（幾何学） 2 中川　征樹 後期 火Ⅱ

★ 223227 教科内容特論Ⅰ（解析学） 2 出耒　光夫 前期 火Ⅳ

★ 223228 教科内容特論Ⅱ（解析学） 2 出耒　光夫 後期 月Ⅳ

223229 教科内容特論Ⅲ（解析学） 2 未定

★ 223230 教科内容特論Ⅳ（解析学） 2 未定 後期 水Ⅰ

★ 223231 数学特別演習Ａ 2 仲田　研登 前期 月Ⅴ

★ 223232 数学特別演習Ｂ 2 成瀬　弘 後期 木Ⅲ

★ 223233 数学特別演習Ｃ 2 中川　征樹 前期 木Ⅲ

★ 223234 数学特別演習Ｄ 2 出耒　光夫 前期 火Ⅰ

専門科目

★ 223235 数学特別演習Ｅ 2 未定 後期 月Ⅱ

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員

－ 84 －



 (3) 教科教育学専攻

　　④ 理科教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 223001 教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 2 ● 足立・桑原(敏)・
田中(智)・平井・
藤井・早川・赤木
・平田(晴)・佐藤
(園)・小山・山田
(秀)

前期 火Ⅱ 5206講義室

★ 223251 教育研究特論Ⅱ（理科） 2 ● 安原・喜多・安藤
(元)・稲田・加藤
・石川・藤井・宇
野・伊藤(恵)・原
田・川﨑

前期 月Ⅴ

★ 223252 教育研究特論Ⅲ（理科） 2 ● 安原・三宅(昭)・
稲田・加藤・喜多
・宇野・藤井・安
藤(元)・石川・伊
藤(恵)・原田・川
﨑

前期 火Ⅴ

★ 223253 教育研究特論Ⅳ（理科） 2 ● 三宅(昭)・稲田・
加藤・喜多・宇野
・藤井・安藤(元)
・石川・伊藤(恵)
・原田・川﨑

前期 木Ⅴ

専門基礎
科目

★ 223254 教育研究特論Ⅴ（理科） 2 ● 安原・三宅(昭)・
稲田・加藤・喜多
・宇野・藤井・安
藤(元)・石川・伊
藤(恵)・原田・川
﨑

後期 火Ⅴ

★ 223261 初等理科教育学研究Ⅰ 2 藤井　浩樹 前期 金Ⅱ

★ 223262 初等理科教育学研究Ⅱ 2 藤井　浩樹 後期 金Ⅲ

223263 初等理科教育学研究演習 2 藤井・安原 隔年開講

★ 223264 中等理科教育学研究Ⅰ 2 川﨑　弘作 前期 金Ⅰ

★ 223265 中等理科教育学研究Ⅱ 2 川﨑　弘作 後期 金Ⅱ

★ 223266 中等理科教育学研究演習 2 川﨑・三宅(昭) 通年 随時 隔年開講

★ 223271 教科内容特論（物性物理学） 2 稲田　佳彦 前期 月Ⅲ 隔年開講

223272 教科内容特論（物性物理学実験法） 2 稲田　佳彦 隔年開講

223273 教科内容特論演習（物性物理学実験法） 2 稲田　佳彦 隔年開講

★ 223274 教科内容特論Ⅰ（現代物理学） 2 伊藤　恵司 後期 金Ⅲ 隔年開講

223275 教科内容特論Ⅱ（現代物理学） 2 伊藤　恵司 隔年開講

223276 教科内容特論演習（現代物理学） 2 伊藤　恵司 隔年開講

223277 教科内容特論（有機化学） 2 石川　彰彦 隔年開講

★ 223278 教科内容特論演習（有機化学） 2 石川　彰彦 通年 随時

★ 223279 教科内容特論（生物化学） 2 石川　彰彦 後期 月Ⅲ 隔年開講

★ 223280 教科内容特論（無機化学） 2 喜多　雅一 前期 火Ⅰ 隔年開講

★ 223281 教科内容特論演習（無機化学） 2 喜多　雅一 通年 随時 隔年開講

223282 教科内容特論（物理化学） 2 喜多　雅一 隔年開講

223283 教科内容特論演習（物理化学） 2 喜多　雅一 隔年開講

専門科目

223284 教科内容特論（動物学） 2 安藤　元紀 隔年開講

－ 85 －



 (3) 教科教育学専攻

　　④ 理科教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

★ 223285 教科内容特論（細胞生物学） 2 安藤　元紀 後期 水Ⅱ 隔年開講

★ 223286 教科内容特論演習（生命科学） 2 安藤　元紀 通年 随時

223288 教科内容特論（植物学） 2 原田　太郎 隔年開講

★ 223289 教科内容特論演習（植物学） 2 原田　太郎 通年 随時 隔年開講

★ 223290 教科内容特論（固体地球科学） 2 宇野　康司 後期 火Ⅰ

★ 223291 教科内容特論演習（固体地球科学） 2 宇野　康司 通年 随時

★ 223292 教科内容特論（流体地球科学） 2 加藤　内藏進 後期 木Ⅲ 隔年開講

★ 223293 教科内容特論演習（流体地球科学） 2 加藤　内藏進 通年 随時

223294 教科内容特論（地球惑星環境科学） 2 加藤　内藏進 隔年開講

専門科目

★ 223295 教科内容特論（植物進化学） 2 原田　太郎 前期 随時

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員

－ 86 －



 (3) 教科教育学専攻

　　⑤ 音楽教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 223001 教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 2 ● 足立・桑原(敏)・
田中(智)・平井・
藤井・早川・赤木
・平田(晴)・佐藤
(園)・小山・山田
(秀)

前期 火Ⅱ 5206講義室

★ 223301 教育研究特論Ⅱ（音楽） 2 ● 早川　倫子 前期 金Ⅲ

★ 223302 教育研究特論Ⅲ（音楽） 2 ● 小川　容子 前期 木Ⅴ

★ 223303 教育研究特論Ⅳ（音楽） 2 ● 齊藤(武)・虫明・
長岡・諸田・山本
(宏)

前期 月Ⅱ

専門基礎
科目

★ 223304 教育研究特論Ⅴ（音楽） 2 ● 小川・早川 後期 木Ⅲ

223311 音楽科教育学研究Ⅰ 2 小川　容子

★ 223312 音楽科教育学研究Ⅱ 2 小川　容子 後期 火Ⅳ

223313 音楽科教育学研究Ⅲ 2 早川　倫子

★ 223314 音楽科教育学研究Ⅳ 2 早川　倫子 後期 金Ⅲ

223321 教科内容特論Ⅰ（声楽） 2 虫明　眞砂子

★ 223322 教科内容特論Ⅱ（声楽） 2 虫明　眞砂子 前期 水Ⅱ

223323 教科内容特論Ⅰ（器楽） 2 長岡　功

★ 223324 教科内容特論Ⅱ（器楽） 2 長岡　功 後期 月Ⅳ

★ 223325 教科内容特論Ⅲ（器楽） 2 諸田　大輔 後期 月Ⅲ

223326 教科内容特論Ⅳ（器楽） 2 諸田　大輔

223327 教科内容特論Ⅰ（音楽学） 2 山本　宏子

★ 223328 教科内容特論Ⅱ（音楽学） 2 山本　宏子 前期 火Ⅲ

223329 教科内容特論Ⅰ（作曲法） 2 齊藤　武

専門科目

★ 223330 教科内容特論Ⅱ（作曲法） 2 齊藤　武 前期 火Ⅳ

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員

－ 87 －



 (3) 教科教育学専攻

　　⑥ 美術教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 223001 教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 2 ● 足立・桑原(敏)・
田中(智)・平井・
藤井・早川・赤木
・平田(晴)・佐藤
(園)・小山・山田
(秀)

前期 火Ⅱ 5206講義室

★ 223351 教育研究特論Ⅱ（美術） 2 ● 赤木　里香子 前期 木Ⅳ

★ 223352 教育研究特論Ⅲ（美術） 2 ● 大橋　功 前期 木Ⅲ

★ 223353 教育研究特論Ⅳ（美術） 2 ● 上田・橋ケ谷・泉
谷・山本(和)

前期 火Ⅲ

専門基礎
科目

★ 223354 教育研究特論Ⅴ（美術） 2 ● 赤木・大橋(功)・
清田

後期 火Ⅴ

223361 美術科教育学研究Ⅰ 2 赤木　里香子

★ 223362 美術科教育学研究Ⅱ 2 赤木　里香子 後期 随時

★ 223363 美術科教育学研究Ⅲ 2 大橋　功 後期 木Ⅳ

223364 美術科教育学研究Ⅳ 2 大橋　功

★ 223371 教科内容特論Ⅰ（絵画） 2 泉谷　淑夫 後期 金Ⅱ

223372 教科内容特論Ⅱ（絵画） 2 泉谷　淑夫

★ 223375 教科内容特論Ⅰ（彫刻） 2 上田　久利 前期 金Ⅴ

223376 教科内容特論Ⅱ（彫刻） 2 上田　久利

★ 223377 教科内容特論Ⅲ（彫刻） 2 上田　久利 後期 随時

223378 教科内容特論Ⅳ（彫刻） 2 上田　久利

★ 223379 教科内容特論Ⅰ（デザイン） 2 橋ケ谷　佳正 前期 火Ⅴ

223380 教科内容特論Ⅱ（デザイン） 2 橋ケ谷　佳正

★ 223381 教科内容特論Ⅰ（木工） 2 山本　和史 後期 月Ⅴ H25年度以前
入学生用

223382 教科内容特論Ⅱ（木工） 2 山本　和史 H25年度以前
入学生用

★ 223383 教科内容特論演習（木工） 2 山本　和史 前期 月Ⅴ H25年度以前
入学生用

★ 223388 教科内容特論Ⅰ（工芸） 2 山本　和史 後期 月Ⅴ H26年度以降
入学生用

223389 教科内容特論Ⅱ（工芸） 2 山本　和史 H26年度以降
入学生用

★ 223390 教科内容特論演習（工芸） 2 山本　和史 前期 月Ⅴ H26年度以降
入学生用

専門科目

223387 教科内容特論（美術理論・美術史） 2 赤木　里香子

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員

－ 88 －



 (3) 教科教育学専攻

　　⑦ 保健体育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 223001 教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 2 ● 足立・桑原(敏)・
田中(智)・平井・
藤井・早川・赤木
・平田(晴)・佐藤
(園)・小山・山田
(秀)

前期 火Ⅱ 5206講義室

★ 223401 教育研究特論Ⅱ（保健体育） 2 ● 原　祐一 前期 火Ⅰ

★ 223402 教育研究特論Ⅲ（保健体育） 2 ● 足立　稔 後期 水Ⅰ

★ 223403 教育研究特論Ⅳ（保健体育） 2 ● 高岡　敦史 前期 金Ⅲ

専門基礎
科目

★ 223404 教育研究特論Ⅴ（保健体育） 2 ● 原　祐一 後期 集中

★ 223411 保健体育科教育学研究Ⅰ 2 原　祐一 後期 月Ⅳ

223412 保健体育科教育学研究Ⅱ 2 足立　稔

★ 223421 教科内容特論Ⅰ（体育学） 2 高岡　敦史 前期 火Ⅴ

★ 223422 教科内容特論Ⅰ演習（体育学） 2 高岡　敦史 後期 火Ⅴ

★ 223423 教科内容特論Ⅱ（体育学） 2 畑　孝幸 前期 水Ⅱ H26年度以降
入学生用

★ 223424 教科内容特論Ⅱ演習（体育学） 2 畑　孝幸 後期 水Ⅱ H26年度以降
入学生用

★ 223425 教科内容特論Ⅲ（体育学） 2 畑　孝幸 前期 水Ⅱ H25年度以前
入学生用

★ 223426 教科内容特論Ⅲ演習（体育学） 2 畑　孝幸 後期 水Ⅱ H25年度以前
入学生用

★ 223429 教科内容特論Ⅰ（運動学） 2 加賀　勝 前期 金Ⅳ

★ 223430 教科内容特論Ⅰ演習（運動学） 2 加賀　勝 後期 金Ⅲ

★ 223431 教科内容特論Ⅱ（運動学） 2 鈴木　久雄 前期 火Ⅲ

★ 223432 教科内容特論Ⅱ演習（運動学） 2 鈴木　久雄 後期 火Ⅲ

★ 223433 教科内容特論Ⅲ（運動学） 2 酒向　治子 前期 木Ⅳ

★ 223434 教科内容特論Ⅲ演習（運動学） 2 酒向　治子 後期 木Ⅲ

223435 教科内容特論Ⅳ（運動学） 2

223436 教科内容特論Ⅳ演習（運動学） 2

★ 223437 教科内容特論Ⅰ（学校保健学） 2 足立　稔 前期 木Ⅱ

★ 223438 教科内容特論Ⅰ演習（学校保健学） 2 足立　稔 後期 木Ⅱ

★ 223439 教科内容特論Ⅱ（学校保健学） 2 越智　英輔 前期 木Ⅴ

専門科目

★ 223440 教科内容特論Ⅱ演習（学校保健学） 2 越智　英輔 後期 木Ⅴ

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員

－ 89 －



 (3) 教科教育学専攻

　　⑧ 技術教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 223001 教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 2 ● 足立・桑原(敏)・
田中(智)・平井・
藤井・早川・赤木
・平田(晴)・佐藤
(園)・小山・山田
(秀)

前期 火Ⅱ 5206講義室

★ 223451 教育研究特論Ⅱ（技術） 2 ● 大橋・入江(隆)・
笠井

前期 金Ⅳ

★ 223452 教育研究特論Ⅲ（技術） 2 ● 妹尾・平田(晴) 前期 水Ⅱ

★ 223453 教育研究特論Ⅳ（技術） 2 ● 大橋・入江(隆)・
笠井

前期 金Ⅴ

専門基礎
科目

★ 223454 教育研究特論Ⅴ（技術） 2 ● 平田(晴)・妹尾 後期 水Ⅱ

★ 223461 技術科教育学研究Ⅰ 2 妹尾　一道 前期 月Ⅲ

★ 223462 技術科教育学研究Ⅱ 2 妹尾　一道 後期 月Ⅲ

★ 223463 技術科教育学研究Ⅲ 2 平田　晴路 前期 金Ⅲ

★ 223464 技術科教育学研究Ⅳ 2 平田　晴路 後期 金Ⅲ

★ 223471 教科内容特論Ⅰ（機械） 2 大橋　和正 前期 火Ⅴ

★ 223472 教科内容特論Ⅱ（機械） 2 大橋　和正 後期 火Ⅴ

★ 223473 教科内容特論Ⅰ（電気） 2 入江　隆 前期 火Ⅳ

★ 223474 教科内容特論Ⅱ（電気） 2 入江　隆 後期 火Ⅳ

★ 223475 教科内容特論Ⅰ（情報） 2 笠井　俊信 前期 木Ⅲ

★ 223476 教科内容特論Ⅱ（情報） 2 笠井　俊信 後期 木Ⅲ

223477 教科内容特論Ⅰ（電気・情報） 2

専門科目

223478 教科内容特論Ⅱ（電気・情報） 2

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員

－ 90 －



 (3) 教科教育学専攻

　　⑨ 家政教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 223001 教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 2 ● 足立・桑原(敏)・
田中(智)・平井・
藤井・早川・赤木
・平田(晴)・佐藤
(園)・小山・山田
(秀)

前期 火Ⅱ 5206講義室

★ 223501 教育研究特論Ⅱ（家庭） 2 ● 佐藤　園 前期 木Ⅴ

★ 223502 教育研究特論Ⅲ（家庭） 2 ● 佐藤　園 後期 金Ⅲ

★ 223503 教育研究特論Ⅳ（家庭） 2 ● 河田・篠原・李・
関川

前期 木Ⅴ

専門基礎
科目

★ 223504 教育研究特論Ⅴ（家庭） 2 ● 佐藤　園 前期 金Ⅳ

★ 223511 家庭科教育学研究Ⅰ 2 佐藤　園 後期 木Ⅴ

★ 223512 家庭科教育学研究Ⅱ 2 考藤　悦子 前期 月Ⅴ

★ 223521 教科内容特論Ⅰ（家庭経営学） 2 関川　華 前期 月Ⅲ

★ 223522 教科内容特論Ⅱ（家庭経営学） 2 李　璟媛 後期 月Ⅲ

★ 223523 教科内容特論Ⅰ（家族関係学） 2 李　璟媛 前期 火Ⅴ

★ 223524 教科内容特論Ⅱ（家族関係学） 2 李　璟媛 後期 火Ⅳ

★ 223525 教科内容特論Ⅰ（食物科学） 2 河田　哲典 前期 木Ⅱ

★ 223526 教科内容特論Ⅱ（食物科学） 2 河田　哲典 後期 木Ⅱ

223527 教科内容特論Ⅲ（食物科学） 2

223528 教科内容特論Ⅳ（食物科学） 2

★ 223529 教科内容特論実験（食物科学） 2 河田　哲典 前期 木Ⅲ・Ⅳ

★ 223530 教科内容特論Ⅰ（被服科学） 2 篠原　陽子 前期 金Ⅱ

★ 223531 教科内容特論Ⅱ（被服科学） 2 篠原　陽子 後期 金Ⅳ

★ 223532 教科内容特論実験（被服科学） 2 篠原　陽子 後期 火Ⅲ・Ⅳ

★ 223533 教科内容特論Ⅰ（住居学） 2 関川　華 前期 水Ⅱ

専門科目

★ 223534 教科内容特論Ⅱ（住居学） 2 関川　華 後期 水Ⅱ

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員

－ 91 －



 (3) 教科教育学専攻

　　⑩ 英語教育コース

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 223001 教育研究特論Ⅰ（基礎理論） 2 ● 足立・桑原(敏)・
田中(智)・平井・
藤井・早川・赤木
・平田(晴)・佐藤
(園)・小山・山田
(秀)

前期 火Ⅱ 5206講義室

★ 223551 教育研究特論Ⅱ（英語） 2 ● 髙塚・瀬田・脇本
・岡田・ｶﾞｰﾄﾞﾅｰ・
小山

前期 火Ⅴ

★ 223552 教育研究特論Ⅲ（英語） 2 ● 髙塚　成信 前期 月Ⅲ

★ 223553 教育研究特論Ⅳ（英語） 2 ● 瀬田・脇本・岡田
・ｶﾞｰﾄﾞﾅｰ

後期 火Ⅴ

専門基礎
科目

★ 223554 教育研究特論Ⅴ（英語） 2 ● 髙塚　成信 後期 月Ⅲ

★ 223561 英語科教育学研究Ⅰ 2 髙塚　成信 後期 木Ⅴ

★ 223562 英語科教育学研究Ⅱ 2 小山　尚史 後期 火Ⅳ

★ 223571 教科内容特論Ⅰ（英語学） 2 瀬田　幸人 前期 水Ⅱ

★ 223572 教科内容特論Ⅱ（英語学） 2 瀬田　幸人 後期 水Ⅱ

★ 223573 教科内容特論Ⅲ（英語学） 2 脇本　恭子 前期 木Ⅴ

★ 223574 教科内容特論Ⅳ（英語学） 2 脇本　恭子 後期 金Ⅴ

★ 223575 教科内容特論Ⅰ（英語コミュニケーション） 2 ｽｺｯﾄ ｶﾞｰﾄﾞﾅｰ 前期 火Ⅳ

223576 教科内容特論Ⅱ（英語コミュニケーション） 2 ｽｺｯﾄ ｶﾞｰﾄﾞﾅｰ

223577 教科内容特論Ⅰ（英米文学） 2

223578 教科内容特論Ⅱ（英米文学） 2

★ 223579 教科内容特論Ⅲ（英米文学） 2 岡田　和也 前期 木Ⅱ

専門科目

★ 223580 教科内容特論Ⅳ（英米文学） 2 岡田　和也 後期 木Ⅱ

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員

－ 92 －



（4）①教育臨床心理学専攻（平成26年度以降入学生用）

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2 ● 喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 224001 臨床心理学特論Ⅰ 2 ● 上地　雄一郎 前期 月Ⅳ

★ 224002 臨床心理面接特論Ⅰ 2 ● 安藤　美華代 前期 金Ⅱ

★ 224003 臨床心理査定演習Ⅰ 2 ● 桑原　晴子 前期 金Ⅲ

★ 224004 臨床心理基礎実習Ⅰ 1 ● 東條・桑原(晴) 前期 水Ⅳ･Ⅴ

★ 224005 臨床心理基礎実習Ⅱ 1 ● 東條・桑原(晴) 後期 水Ⅳ･Ⅴ

★ 224006 臨床心理応用実習Ⅰ① 1 ● 山本(力)・上地 前期 月Ⅵ・Ⅶ ２年次のみ　
①，②のいず
れかを履修

★ 224007 臨床心理応用実習Ⅰ② 1 ● 東條・安藤(美)・
桑原(晴)

前期 月Ⅵ･Ⅶ

★ 224008 臨床心理応用実習Ⅱ① 1 ● 山本(力)・安藤(
美)

後期 月Ⅵ･Ⅶ ２年次のみ　
①，②のいず
れかを履修

専門基礎
科目

★ 224009 臨床心理応用実習Ⅱ② 1 ● 上地・東條・桑原
(晴)

後期 月Ⅵ･Ⅶ

★ 224101 臨床心理学特論Ⅱ 2 東條　光彦 後期 月Ⅳ

★ 224102 臨床心理面接特論Ⅱ 2 山本　力 後期 月Ⅲ

★ 224103 臨床心理査定演習Ⅱ 2 安藤　美華代 後期 金Ⅱ

★ 224104 臨床心理応用実習Ⅲ 1 安藤(美)・東條・
桑原(晴)

通年 随時

224127 臨床心理応用実習Ⅳ① 1 山本　力 ２年次のみ　
①～⑤のいず
れかを履修

224128 臨床心理応用実習Ⅳ② 1 上地　雄一郎

224129 臨床心理応用実習Ⅳ③ 1 東條　光彦

224130 臨床心理応用実習Ⅳ④ 1 安藤　美華代

224131 臨床心理応用実習Ⅳ⑤ 1 桑原　晴子

224132 臨床心理応用実習Ⅴ① 1 山本　力 ２年次のみ　
①～⑤のいず
れかを履修

224133 臨床心理応用実習Ⅴ② 1 上地　雄一郎

224134 臨床心理応用実習Ⅴ③ 1 東條　光彦

224135 臨床心理応用実習Ⅴ④ 1 安藤　美華代

224136 臨床心理応用実習Ⅴ⑤ 1 桑原　晴子

★ 224105 心理学研究法特論Ⅰ① 2 山本　力 前期 随時

★ 224116 心理学研究法特論Ⅰ② 2 上地　雄一郎 前期 随時

★ 224117 心理学研究法特論Ⅰ③ 2 東條　光彦 前期 随時

★ 224118 心理学研究法特論Ⅰ④ 2 安藤　美華代 前期 随時

★ 224119 心理学研究法特論Ⅰ⑤ 2 桑原　晴子 前期 随時

★ 224106 心理学研究法特論Ⅱ① 2 山本　力 後期 随時

★ 224120 心理学研究法特論Ⅱ② 2 上地　雄一郎 後期 随時

★ 224121 心理学研究法特論Ⅱ③ 2 東條　光彦 後期 随時

★ 224122 心理学研究法特論Ⅱ④ 2 安藤　美華代 後期 随時

★ 224123 心理学研究法特論Ⅱ⑤ 2 桑原　晴子 後期 随時

224107 臨床心理学研究法特論 2

221125 青年心理学特論Ⅰ 2 三宅　幹子 学校教育学専
攻（76頁）参
照

専門科目

★ 221126 青年心理学特論Ⅱ 2 三宅　幹子 前期 金Ⅱ 学校教育学専
攻（76頁）参
照

【注】「日本臨床心理士資格認定協会」の履修基準(「臨床心理士指定科目表(平成26年度)」)をよく確認の上，必修科目と選択必
修科目(A～E群)を全て履修できるよう計画を立てること。
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（4）①教育臨床心理学専攻（平成26年度以降入学生用）

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

★ 221122 児童心理学特論Ⅰ 2 岡崎　善弘 後期 火Ⅱ 学校教育学専
攻（76頁）参
照

221123 児童心理学特論Ⅱ 2 岡崎　善弘 学校教育学専
攻（76頁）参
照

★ 224108 発達心理学特論 2 片山　美香 前期 金Ⅱ

★ 221119 教育評価法特論Ⅰ 2 山田　剛史 前期 木Ⅱ 学校教育学専
攻（76頁）参
照

221120 教育評価法特論Ⅱ 2 山田　剛史 学校教育学専
攻（76頁）参
照

221113 学習心理学特論Ⅰ 2 寺澤　孝文 学校教育学専
攻（76頁）参
照

★ 221114 学習心理学特論Ⅱ 2 寺澤　孝文 前期 木Ⅲ 学校教育学専
攻（76頁）参
照

224109 精神医学特論 2 ● 塚本　千秋 隔年開講

★ 222218 特別支援病理学特論 2 眞田　敏 前期 木Ⅰ

★ 224137 臨床健康心理学特論 2 安藤　美華代 後期 月Ⅱ

★ 224138 行動分析特論 2 東條　光彦 後期 火Ⅱ

224139 認知行動療法特論 2 東條　光彦 ２年次のみ

224140 学校臨床心理学特論 2 山本　力

★ 224114 グループアプローチ特論 2 ● 中島　弘徳 後期 金Ⅰ 隔年開講

★ 224125 表現療法特論 2 桑原　晴子 前期 月Ⅲ １年次のみ

224115 教育社会心理学特論 2 渕上　克義 隔年開講

224141 現代精神分析特論 2 上地　雄一郎 ２年次のみ

★ 224142 家族関係特論 2 上地　雄一郎 前期 集中

224143 心理教育特論 2 安藤　美華代 ２年次のみ

対人社会心理学 2 田中　共子 社文研

専門科目

社会的認知 2 堀内　孝 社文研

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員
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（4）②教育臨床心理学専攻（平成25年度以前入学生用）

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

共通基礎
科目

★ 220001 学校教育の理念と今日的課題 2

●

喜多・平井・桑原
(敏)・渡邉(満)・
梶井・平田(仁)・
横松・古市・山口
(健)・熊谷・浮田
・赤木・佐藤(園)
・小山・眞田・尾
上・棟方・東條・
桑原(晴)・笠井・
原

前期 水Ⅰ 5102講義室及
び5101講義室

★ 224001 臨床心理学特論Ⅰ 2 ● 上地　雄一郎 前期 月Ⅳ

★ 224002 臨床心理面接特論Ⅰ 2 ● 安藤　美華代 前期 金Ⅱ

★ 224003 臨床心理査定演習Ⅰ 2 ● 桑原　晴子 前期 金Ⅲ

★ 224004 臨床心理基礎実習Ⅰ 1 ● 東條・桑原(晴) 前期 水Ⅳ･Ⅴ

★ 224005 臨床心理基礎実習Ⅱ 1 ● 東條・桑原(晴) 後期 水Ⅳ･Ⅴ

★ 224006 臨床心理応用実習Ⅰ① 1

●

山本(力)・上地 前期 月Ⅵ・Ⅶ ２年次のみ　
①，②のいず
れかを履修

★ 224007 臨床心理応用実習Ⅰ② 1
●

東條・安藤(美)・
桑原(晴)

前期 月Ⅵ･Ⅶ

★ 224008 臨床心理応用実習Ⅱ① 1

●

山本(力)・安藤(
美)

後期 月Ⅵ･Ⅶ ２年次のみ　
①，②のいず
れかを履修

専門基礎
科目

★ 224009 臨床心理応用実習Ⅱ② 1
●

上地・東條・桑原
(晴)

後期 月Ⅵ･Ⅶ

★ 224101 臨床心理学特論Ⅱ 2 東條　光彦 後期 月Ⅳ

★ 224102 臨床心理面接特論Ⅱ 2 山本　力 後期 月Ⅲ

★ 224103 臨床心理査定演習Ⅱ 2 安藤　美華代 後期 金Ⅱ

★ 224104 臨床心理応用実習Ⅲ 1 安藤(美)・東條・
桑原(晴)

通年 随時

★ 224105 心理学研究法特論Ⅰ① 2 山本　力 前期 随時

★ 224116 心理学研究法特論Ⅰ② 2 上地　雄一郎 前期 随時

★ 224117 心理学研究法特論Ⅰ③ 2 東條　光彦 前期 随時

★ 224118 心理学研究法特論Ⅰ④ 2 安藤　美華代 前期 随時

★ 224119 心理学研究法特論Ⅰ⑤ 2 桑原　晴子 前期 随時

★ 224106 心理学研究法特論Ⅱ① 2 山本　力 後期 随時

★ 224120 心理学研究法特論Ⅱ② 2 上地　雄一郎 後期 随時

★ 224121 心理学研究法特論Ⅱ③ 2 東條　光彦 後期 随時

★ 224122 心理学研究法特論Ⅱ④ 2 安藤　美華代 後期 随時

★ 224123 心理学研究法特論Ⅱ⑤ 2 桑原　晴子 後期 随時

224107 臨床心理学研究法特論 2

221125 青年心理学特論Ⅰ 2 三宅　幹子 学校教育学専
攻（76頁）参
照

★ 221126 青年心理学特論Ⅱ 2 三宅　幹子 前期 金Ⅱ 学校教育学専
攻（76頁）参
照

★ 221122 児童心理学特論Ⅰ 2 岡崎　善弘 後期 火Ⅱ 学校教育学専
攻（76頁）参
照

221123 児童心理学特論Ⅱ 2 岡崎　善弘 学校教育学専
攻（76頁）参
照

★ 224108 発達心理学特論 2 片山　美香 前期 金Ⅱ

★ 221119 教育評価法特論Ⅰ 2 山田　剛史 前期 木Ⅱ 学校教育学専
攻（76頁）参
照

221120 教育評価法特論Ⅱ 2 山田　剛史 学校教育学専
攻（76頁）参
照

専門科目

221113 学習心理学特論Ⅰ 2 寺澤　孝文 学校教育学専
攻（76頁）参
照

【注】「日本臨床心理士資格認定協会」の履修基準(平成25年度「学生便覧」掲載の「臨床心理士指定科目表(平成25年度)」)をよ
く確認の上，必修科目と選択必修科目(A～E群)を全て履修できるよう計画を立てること。
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（4）②教育臨床心理学専攻（平成25年度以前入学生用）

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
 開講 
期別

　曜日　
　 ・　 
時限

備考

★ 221114 学習心理学特論Ⅱ 2 寺澤　孝文 前期 木Ⅲ 学校教育学専
攻（76頁）参
照

224109 精神医学特論 2 塚本　千秋 隔年開講

★ 222218 特別支援病理学特論 2 眞田　敏 前期 木Ⅰ

★ 224110 健康心理学特論 2 安藤　美華代 後期 月Ⅱ

★ 224111 学校カウンセリング特論Ⅰ 2 東條　光彦 後期 火Ⅱ

★ 224112 学校カウンセリング特論Ⅱ 2 東條　光彦 前期 金Ⅳ

224113 喪失と悲嘆の心理臨床学 2 山本　力

★ 224114 グループアプローチ特論 2 中島　弘徳 後期 金Ⅰ 隔年開講

★ 224125 表現療法特論 2 桑原　晴子 前期 月Ⅲ １年次のみ

224115 教育社会心理学特論 2 渕上　克義 隔年開講

★ 224124 パーソナリティ特論 2 上地　雄一郎 前期 月Ⅴ ２年次のみ

★ 224126 人間関係特論 2 上地　雄一郎 前期 集中

対人社会心理学 2 田中　共子 社文研

専門科目

社会的認知 2 堀内　孝 社文研

課題研究 ★ 課題研究 4 ● 指導教員

－ 96 －



単位 群別 担当者 備考

臨床心理学特論Ⅰ 2 上地　雄一郎

臨床心理学特論Ⅱ 2 東條　光彦

臨床心理面接特論Ⅰ 2 安藤　美華代

臨床心理面接特論Ⅱ 2 山本　力

臨床心理査定演習Ⅰ 2 桑原　晴子

臨床心理査定演習Ⅱ 2 安藤　美華代

臨床心理基礎実習Ⅰ 1 東條　光彦・桑原　晴子

臨床心理基礎実習Ⅱ 1 東條　光彦・桑原　晴子

臨床心理応用実習Ⅰ 1 山本・上地・東條・安藤・桑原

臨床心理応用実習Ⅱ 1 山本・上地・東條・安藤・桑原

臨床心理応用実習Ⅲ 1
東條　光彦・安藤　美華代・
桑原　晴子

臨床心理応用実習Ⅳ 1 山本・上地・東條・安藤・桑原

臨床心理応用実習Ⅴ 1 山本・上地・東條・安藤・桑原

心理学研究法特論Ⅰ 2 山本・上地・東條・安藤・桑原

心理学研究法特論Ⅱ 2 山本・上地・東條・安藤・桑原

教育評価法特論Ⅰ 2 山田　剛史

教育評価法特論Ⅱ 2 山田　剛史

児童心理学特論Ⅰ 2 岡崎　善弘

児童心理学特論Ⅱ 2 岡崎　善弘

青年心理学特論Ⅰ 2 三宅　幹子

青年心理学特論Ⅱ 2 三宅　幹子

発達心理学特論 2 片山　美香

学習心理学特論Ⅰ 2 寺澤　孝文

学習心理学特論Ⅱ 2 寺澤　孝文

教育社会心理学特論 2 渕上　克義

家族関係特論 2 上地　雄一郎

対人社会心理学(心理学Ⅲ) 2 田中　共子 社会文化科学研究科開講科目

社会的認知(心理学Ⅳ) 2 堀田　孝 社会文化科学研究科開講科目

特別支援病理学特論 2 眞田　敏

精神医学特論 2 塚本　千秋
本学独自の指定により，必修
科目とする。

臨床健康心理学特論 2 安藤　美華代

現代精神分析特論 2 上地　雄一郎

行動分析特論 2 東條　光彦

認知行動療法特論 2 東條　光彦

学校臨床心理学特論 2 山本　力

グループアプローチ特論 2 中島　弘徳
本学独自の指定により，必修
科目とする。

表現療法特論 2 桑原　晴子

心理教育特論 2 安藤　美華代

Ａ～Ｅ群については，各群２単位以上，合計10単位以上を履修すること。

必
修
科
目

臨床心理士指定科目表(平成26年度)

授業科目

選
択
必
修
科
目

Ａ群

Ｂ群

Ｃ群

Ｄ群

Ｅ群
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 (5) 教職実践専攻

科目区分
開
講
★

講義番号 授　業　科　目
単
位

必
修
●

担当教員
開講
期別

  曜日　
　 ・　 
時限

備考

★ 225001 教育課程編成の実践と課題 2 ● 住野・未定 前期 月Ⅳ

★ 225002 特色ある教育課程の実践と課題 2 ● 宮本(浩)・未定 後期 木Ⅱ

★ 225003 学習指導の実践と課題 2 ● 寺澤・黒﨑 後期 木Ⅳ

★ 225004 授業の指導計画と教材開発 2 ● 黒﨑・寺澤 前期 木Ⅳ

★ 225005 生徒指導と学校カウンセリングの実践と課題 2 ● 住野・藤原・岩堂 前期 木Ⅴ

★ 225006 特別支援教育の実践と課題 2 ● 仲矢・佐藤(暁) 後期 金Ⅰ

★ 225007 学級・学年・学校経営の実践と課題 2 ● 金川・山根・髙旗 前期 月Ⅴ

★ 225008 学校保健・学校安全とリスクマネジメント 2 ● 宮本(香)・伊藤(武) 前期 木Ⅱ

★ 225009 学校教育の役割と教師の職能成長 2 ● 熊谷・鎌田・藤原・岩
堂

前期 木Ⅲ

★ 225010 学校とコミュニティ 2 ● 熊谷・岩堂 後期 月Ⅴ

共通科目

★ 225011 教育実践研究の方法 2 ● 黒﨑・金川・山田(剛)
・山本(力)・伊藤(武)

前期 随時

★ 225101 授業分析技術とその応用 2 宮本(浩)・住野 前期 火Ⅱ

★ 225102 学習意欲を高める学習指導 2 寺澤　孝文 前期 金Ⅱ

★ 225103 教材開発と授業デザイン 2 黒﨑・宮本(浩) 前期 金Ⅲ

★ 225104 授業実践におけるプレゼンテーション力 2 黒﨑・山﨑 後期 金Ⅳ

★ 225105 特別支援教育における授業づくり 2 仲矢・大竹 後期 集中

★ 225106 子ども分析と学級経営 2 住野・藤原 後期 月Ⅲ

★ 225107 特別活動とキャリア教育の実際 2 高瀬・古市・髙旗 後期 金Ⅱ

★ 225108 生徒指導と子どもの健康課題 2 宮本(香)・渡邉・未定 後期 木Ⅲ

★ 225109 校外体験活動の実践研究 2 住野・橋ヶ谷 通年 随時

★ 225110 教育相談の技術と実践 2 藤原　敬三 前期 集中

★ 225111 問題行動にかかわるアセスメントと支援プロ
グラムの開発

2 仲矢・大竹 後期 火Ⅳ

★ 225112 スクールリーダーと組織開発 2 鎌田　雅史 前期 集中

★ 225113 学校経営戦略と評価 2 金川　舞貴子 前期 火Ⅴ

★ 225114 校内研修のマネジメント 2 金川・未定 後期 木Ⅴ

★ 225115 教師の職能成長とコーチング 2 鎌田　雅史 後期 火Ⅳ

★ 225116 教育法規実践研究 2 高瀬　淳 前期 火Ⅳ

★ 225117 学校危機管理の方法論 2 金川・山根 前期 集中

★ 225190 道徳教育実践研究 2 渡邉　満 後期 金Ⅲ

★ 225118 教育実践研究Ⅰ（課題発見） 2 黒﨑・住野・仲矢・藤
原・渡邉・金川・未定

前期 月Ⅱ 新卒院生

★ 教育実践研究Ⅱ（課題解決） 2 指導教員 後期 月Ⅱ 新卒院生

★ 教育実践研究Ⅲ（課題探究） 4 指導教員 通年 随時 新卒院生

★ 教育実践研究Ⅰ（課題分析） 2 指導教員 前期 金Ⅴ 現職院生

★ 教育実践研究Ⅱ（課題提案） 2 指導教員 後期 金Ⅴ 現職院生

選択科目

★ 教育実践研究Ⅲ（課題検証） 4 指導教員 通年 随時 現職院生

★ 225201 課題発見実習 3 ● 黒﨑・仲矢・藤原・住
野・渡邉・金川・未定

前期 水

★ 225207 課題解決実習 5 ● 黒﨑・仲矢・藤原・住
野・渡邉・金川・未定

前期 集中

★ 225213 インターンシップ実習 2 ● 黒﨑・仲矢・藤原・住
野・渡邉・金川・未定

通年 火 新卒院生

★ 225214 課題分析実習 2 ● 黒﨑　東洋郎他 通年 水Ⅰ・Ⅱ 現職院生　　
※シャドウイ
ング実習のい
ずれかを履修

学校にお
ける実習

★ 225215 シャドウイング実習 2 ● 黒﨑　東洋郎他 通年 水Ⅰ・Ⅱ 現職院生　　
※課題分析実
習のいずれか
を履修

【注】教育実践研究Ⅱ(課題解決),教育実践研究Ⅲ(課題探求),教育実践研究Ⅰ(課題分析),教育実践研究Ⅱ(課題提案),教育実践研
究Ⅲ(課題検証)の講義番号(指導教員別)は,オリエンテーションで配付する一覧表を参照のこと。
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